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　この４月１日に就任した学長の清水一彦
です。現在わが国の大学をめぐる状況はた
いへん厳しいものがありますが、これまで
の長年にわたって大学に勤務した経験を
生かし、学生、教職員はもとより後援会や
同窓会の皆様と連携・協働し、すべての構
成員が未来志向で、「希望が持て、人を大
切にする」大学の実現を目指していきたい
と考えています。そのためには、何よりも、
学園の建学の精神「自主独立」に基づく人
間教育を行うことにより、その基本理念で
ある「地域貢献」を反映した地域に開かれ
地域と向き合う、地域の知の拠点としての
大学の使命・役割をしっかりと果たし、これ
まで先人達が培ってきた地域貢献活動を
さらに促進させ、地域から信頼できる大学
づくりに精進したいと思います。
　私は、山梨県の明野村（今の北杜市明野
町）で生まれました。松本市と同様に、豊か
な自然環境の中で養蚕や酪農、米作など
の農業体験をしたことで、「自然力」が生き
る力として育ったと思います。その後、甲
府第一高校を卒業し、東京教育大学教育
学部に入学しましたが、その時の家庭教師
（生徒延べ３２人）としての経験は今の「教
育力」につながっています。また、大学紛争
後の混乱期における学生生活を通して、大

学問題に関心を持ち、大学院では指導教
員や先輩・後輩に恵まれて「研究力」を身に
つけていき、これまで大学教員として教育
制度学、特に高等教育に関する研究に力
を注いできました。
　最近の大学改革においては、能動的な
学修の必要性が叫ばれ、アクティブ・ラーニ
ングといった実践も多く見られるようにな
りました。こうした動きの中で、「学習」の概
念が「主体的学び」へと移行することが重
要だと考えます。近年では、「学修」という
用語も注目され頻繁に使用されるように
なりました。従来の「受動的学習」に代わる
新たな学びの形態として「能動的学修」へ
のパラダイム転換であります。
　これからの教育において
は、学校教育を含めて生涯
にわたって「基礎・基本のト
レーニング力」、「社会力（人
間のつきあいの集団）」、「学
び続ける力」の３つが基本的
な柱であると考えます。大
学においては「予測困難な
時代において生涯学び続
け、主体的に考える力を育
成する大学へ」という方向で
構想される必要があります。

そして、生涯学習社会においては、学校・大
学と家庭・地域社会との連携が重要です。
それぞれの異なった機能・役割のうち共通
部分をつなぐことで、役割分担の在り方も
見えてくるでしょう。
　まだ就任して間もないですが、長い歴史
と輝かしい伝統をもった学校法人松商学
園での経験は毎日が驚きとともに感動の
連続であります。と同時に、学園全体の人
材育成機関としてのプレゼンスの高さと
確固たる地位をひしひしと感じています。
　「学園で学ぶすべての者のことを考え、
常にイノベーションを起こすこと」が学園
や大学の更なる発展や次の１５０年、２００
年にもつながるものと信じています。

大学運営の方向性
　菅谷 昭前学長が取り組んでこられた事
業を継承し、学園の建学の精神や教育理
念の実現に全力を傾け、学園の更なる発
展に貢献したいと思います。これまでの役
職経験を活かしつつ、策定された大学のガ
バナンスに則り実効性のある大学運営や
教学改革を推進していきます。
　とくに、本学が最高学府としての地位を
維持し、地域や社会の付託に応え、真に次
代を担う人材を育成していくためには、多
くの同窓生を含めて学生、教職員の連携
協力や団結力が強く求められます。学生及
び教職員との日常的かつ積極的な対話を
通じて、より「質の高い」「個性のある」改
革に取り組み、明るく希望の持てる大学づ
くりを推進していきたいと思います。

研究・教育・学修の統合
　教員の研究力と教育力、そして学生の
学修力は、大学が社会に貢献し社会からの
支援を受けるために不可欠であり、「大学
力」そのものを表すものであります。研
究、教育、学修の３つの機能統合をめざす
取り組みとして、例えば、科学研究費等の
外部資金の獲得や若手教員への研究奨励
制度を整備するともに、３ポリシーに基づ

く学修成果の把握・可視化や積極的なアク
ティブ・ラーニングの実施などを促進して
いきたいと思います。

「自主独立」の精神に基づく
学生主導型の活動
　前学長時代に創られた学生主導型の「平
和創造研究会」を継続開催するとともに、
「三大学（札幌大学・鹿児島国際大学・松本
大学）学生交流課題研究会議」を通じた学
生同士の相互交流を実施いたします。ま
た、他の国内外の大学や教育機関との連携
協定等を通じて学生間交流や教育連携事
業を一層活発にしていきたいと思います。
さらに、大学の教学改革を進める上で、大
学のステークホルダーの主役でもある学
生のニーズや忌憚のない声を吸い上げる
システムを構築していきたいと思います。

特色ある地方大学の実現
　これまでの地域創生をめざした連携事
業や連携講座、あるいは地域住民の健康
づくりや健康産業の発展を目指す市民参
加型の「松本大学健康首都会議」を継続開
催するとともに、本学の強みを生かした特
色ある地方大学の実現をめざす改革を推
進していきます。
　具体的には、各組織の特性や特色を十
分に尊重しながら高大接続や大学院ある
いは他大学・他機関との連携・強化を推進
し、さらには既存の組織についても柔軟か
つ弾力的に見直しながら、真の人間教育に
繋がる学位プログラムや特色ある教育プ
ログラムの取り組みを検討したいと思い
ます。また、学修者本位の教育の実現をめ
ざした２０２２年１０月の大学等設置基準改
正への適切な対応を進めるとともに、懸案
となっている教育職員評価や地域貢献評
価指標の開発などに取り組んでいきたい
と考えています。皆さんのご理解とご協力
をよろしくお願いいたします。

2024年度事業計画

新年度のはじまりにあたって

■ 学長  清水　一彦
■ 副学長  浜崎　　央
■ 副学長  木藤　伸夫

■ 総合経営学部
　学　部　長  清水　聡子
　総合経営学科長  室谷　　心
　観光ホスピタリティ学科長  畑井　治文
■ 人間健康学部
　学　部　長  根本　賢一
　健康栄養学科長  髙木　勝広
　スポーツ健康学科長  齊藤　　茂
■ 教育学部
　学　部　長  秋田　　真
　学校教育学科長  和田　順一
■ 松商短期大学部
　学　部　長  矢野口　聡
　商学科長  川島　　均
　経営情報学科長  浜崎　　央
■ 大学院健康科学研究科
　健康科学研究科長  山田　一哉
■ 大学院総合経営研究科
　総合経営研究科長  増尾　　均

■ 管理部門
　全学協議会議長  清水　一彦
　全学運営会議長  清水　一彦
　コンプライアンス委員長  浜崎　　央
　内部質保証室長  清水　一彦
　自己点検・評価委員長  浜崎　　央
　FD･SD委員長  浜崎　　央
　IR委員長  浜崎　　央
　健康安全センター運営委員長  青木　雄次
　衛生委員長  赤羽　研太
　人権委員長  中島　節子
　施設管理運営委員長  赤羽　研太
　危機管理委員長  糸井　重夫
■ 入試広報部門
　全学入試・広報委員長  金子　能呼
　アドミッション・オフィス運営委員長  坂内　浩三
　大学入学共通テスト実施委員長  髙木　勝広
■ 研究推進管理部門
　地域防災科学研究所運営会議長  尻無浜博幸
　研究推進委員長  山田　一哉
　研究ｲﾝﾃｸﾞﾘﾃｨ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ委員長  山田　一哉
　地域総合研究センター運営委員長  畑井　治文
　研究倫理委員長  増尾　　均

■ 地域連携部門
　地域力創造委員長  矢崎　　久
　地域健康支援ステーション運営委員長  住吉　愛里
　地域づくり考房『ゆめ』運営委員長  上野　隆幸
　高大連携推進委員長  御代田桜子
■ 学生センター部門
　全学教務委員長  福島　智子
　基礎教育センター長  福島　智子
　公務員試験対策講座運営委員長  飯塚　　徹
　全学教職センター運営委員長  吉原　　寛
　総経・人間教職センター長  吉原　　寛
　教育学部教職支援センター長  樋口　一宗
　情報センター運営委員長  木下　貴博
　図書館運営委員長  清水　聡子
　国際交流センター運営委員長  和田　順一
　全学就職委員長  岩間　英明
　全学学生委員長  佐藤茂太郎
　障がい学生支援会議長  佐藤茂太郎
■ 大学事務局
　大学事務局長  赤羽　研太
　総務部長  坂内　浩三
　管理課長  赤羽　雄次

　地域連携課長  塩原　　忠
　入試広報室長  坂内　浩三
　キャリアセンター課長・学生センター長  中村　礼二
　教務課長  伊藤　　健
　学生課長  山本　由紀
　情報センター・図書館課長補佐  松島　大樹

＜教　員＞
　総合経営学科 准  教  授 小野　香織
　観光ホスピタリティ学科 准  教  授 城本　高輝
　健康栄養学科 准  教  授 加藤　勇太
　健康栄養学科 助　　手 兒玉　純子
　学校教育学科 専任講師 菊原　健吾
＜専門員＞
　教職センター  松島　恒志
　教職センター  浦野憲一郎
　地域づくり考房『ゆめ』  三澤　秀樹
＜職員＞
　林　　結愛
　風間　葉月
　浅見　　涼

2024年度の運営体制

　中川　洋輔
　児泉　亜希
　中村　苑美

松本大学学長  清水 一彦
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■ 人間健康学部
　学　部　長  根本　賢一
　健康栄養学科長  髙木　勝広
　スポーツ健康学科長  齊藤　　茂
■ 教育学部
　学　部　長  秋田　　真
　学校教育学科長  和田　順一
■ 松商短期大学部
　学　部　長  矢野口　聡
　商学科長  川島　　均
　経営情報学科長  浜崎　　央
■ 大学院健康科学研究科
　健康科学研究科長  山田　一哉
■ 大学院総合経営研究科
　総合経営研究科長  増尾　　均

■ 管理部門
　全学協議会議長  清水　一彦
　全学運営会議長  清水　一彦
　コンプライアンス委員長  浜崎　　央
　内部質保証室長  清水　一彦
　自己点検・評価委員長  浜崎　　央
　FD･SD委員長  浜崎　　央
　IR委員長  浜崎　　央
　健康安全センター運営委員長  青木　雄次
　衛生委員長  赤羽　研太
　人権委員長  中島　節子
　施設管理運営委員長  赤羽　研太
　危機管理委員長  糸井　重夫
■ 入試広報部門
　全学入試・広報委員長  金子　能呼
　アドミッション・オフィス運営委員長  坂内　浩三
　大学入学共通テスト実施委員長  髙木　勝広
■ 研究推進管理部門
　地域防災科学研究所運営会議長  尻無浜博幸
　研究推進委員長  山田　一哉
　研究ｲﾝﾃｸﾞﾘﾃｨ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ委員長  山田　一哉
　地域総合研究センター運営委員長  畑井　治文
　研究倫理委員長  増尾　　均

■ 地域連携部門
　地域力創造委員長  矢崎　　久
　地域健康支援ステーション運営委員長  住吉　愛里
　地域づくり考房『ゆめ』運営委員長  上野　隆幸
　高大連携推進委員長  御代田桜子
■ 学生センター部門
　全学教務委員長  福島　智子
　基礎教育センター長  福島　智子
　公務員試験対策講座運営委員長  飯塚　　徹
　全学教職センター運営委員長  吉原　　寛
　総経・人間教職センター長  吉原　　寛
　教育学部教職支援センター長  樋口　一宗
　情報センター運営委員長  木下　貴博
　図書館運営委員長  清水　聡子
　国際交流センター運営委員長  和田　順一
　全学就職委員長  岩間　英明
　全学学生委員長  佐藤茂太郎
　障がい学生支援会議長  佐藤茂太郎
■ 大学事務局
　大学事務局長  赤羽　研太
　総務部長  坂内　浩三
　管理課長  赤羽　雄次

　地域連携課長  塩原　　忠
　入試広報室長  坂内　浩三
　キャリアセンター課長・学生センター長  中村　礼二
　教務課長  伊藤　　健
　学生課長  山本　由紀
　情報センター・図書館課長補佐  松島　大樹

＜教　員＞
　総合経営学科 准  教  授 小野　香織
　観光ホスピタリティ学科 准  教  授 城本　高輝
　健康栄養学科 准  教  授 加藤　勇太
　健康栄養学科 助　　手 兒玉　純子
　学校教育学科 専任講師 菊原　健吾
＜専門員＞
　教職センター  松島　恒志
　教職センター  浦野憲一郎
　地域づくり考房『ゆめ』  三澤　秀樹
＜職員＞
　林　　結愛
　風間　葉月
　浅見　　涼

2024年度の運営体制

　中川　洋輔
　児泉　亜希
　中村　苑美

松本大学学長  清水 一彦

SPECIAL INTERVIEW
［ 清水新学長就任あいさつ ］

学ぶ者ファーストで、
常にイノベーションを！

新任者
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　高校教員を経て、本年度より松本大学に着任いたしま
した。講義やゼミを通して、これまで感じた教員の魅力や
これから解決してほしい課題等を学生と共有していきた
いと思います。そして英語教育の視点から本学での教育
活動に貢献し、学生が将来幸せな教員生活や社会人生活
を送れるようサポートしたいと思います。

教育学部学校教育学科
専任講師
菊原 健吾
【専門分野】英語教育学／言語テス
ティング・評価
【略歴】University of York MA in TESOL
信州大学大学院教育学研究科
長野県公立高等学校教諭

　本年度4月より健康栄養学科の助手に着任いたしまし
た。給食の現場における勤務経験を活かして、微力なが
ら管理栄養士養成に貢献したいと思います。また、大学
での勤務を通して自分自身のステップアップとネット
ワークを広げたいと考えています。
　どうぞよろしくお願いいたします。

健康栄養学科
助手
兒玉 純子
【専門分野】スポーツ栄養／災害栄養
【略歴】早稲田大学大学院スポーツ科
学研究科修士課程修了  
保育園／病院／  
陸上自衛隊管理栄養士

　昨今の現状で教職の道は負の
イメージがなかなか抜けず、先
生になりたいという若者が減っ
てきていることも心配されてい

ます。しかし、年々学校職場を取り巻く環境は改善されてきて
おり、以前の輝きを取り戻しつつあります。教職は未来の日本
を担う子どもを育てる魅力ある仕事であることを、私自身の公
立小中学校や教育委員会での経験を活かして、一人でも多く
の若者に理解してもらえるように努力していきたいと思います。

教職センター

松島 恒志

　本年度より教職支援室の専
門員としてお世話になっていま
す。学生達からたくさんのエネ
ルギーをいただき、教員になっ

た時の思いや熱意などを改めて思い出しています。そんな
意欲的に教職を目指す学生達の願いや希望の実現に向け
て、小学校・中学校・特別支援学校での勤務や教育行政に携
わった経験を活かして、精一杯のサポートをしていきたい
と思います。どうぞよろしくお願いいたします。

教職支援室

浦野 憲一郎

　昨年度まで勤務していた長野
商業高校では、商業教育研究会高
大連携、地域連携、企業連携の事
業には大学の大きな支援をいた

だいてまいりました。４月からは地域づくり考房『ゆめ』に勤めさ
せていただくことになり、高校生のころにどこかで見たことあるよ
うな学生たちにも囲まれながら、これまで高校の生徒や先生と一
緒に取組んできたことを生かし、学生のコミュニケーション力や
思考・判断・表現力の育成を支援できるように努めてまいります。

地域づくり考房『ゆめ』

三澤 秀樹

　入試広報室に配属となりまし
た、林結愛と申します。大学図書
館にて学生スタッフとして勤務
し、教職学協働で館内企画の運

営や広報等に取り組んでおりました。学生時代の経験を活か
しながら、皆様とともに大学に集まる様々な声をすくい上げ、
選ばれ続ける大学創りに貢献できる職員を目指し、励みたい
と思います。ご指導のほど何卒よろしくお願いいたします。

入試広報室

林 結愛

　たくさん質問してしまう等、
皆さんのお時間を頂いてし
まっている…と痛感する日々
です。ありがとうございます。

感謝の気持ち、「変わりたい」「私もああしてみよう」「自
分に悔しい」気持ちでいっぱいです。
　貪欲に学ぶ姿勢と素直さを核とし精進したいです。ご
指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

教務課

風間 葉月

　学生課に配属となりました
浅見涼と申します。前職では、
行政職として、事業にかかる調
整や折衝を担当しておりまし

た。この経験を活かし、学生の満足度向上につながるよう
な柔軟な対応や丁寧に聞く姿勢を心掛け、快適な学生生
活の実現に努めたいと思います。至らぬ点も多々あるか
と思いますが、どうぞよろしくお願いします。

学生課

浅見 涼

　1月よりキャリアセンターで
勤務しています、中川と申しま
す。現在は主に総合経営学部
を中心に、学生に対する就職・

進路支援を行っています。全く別業種からの転職というこ
ともあり、至らぬ点も多々ございますが、学生の皆さんか
ら日々元気を貰い業務に取り組んでいます。今後とも何
卒よろしくお願いします。

キャリアセンター

中川 洋輔

　キャリアセンターの児泉亜
希です。まだ大阪住まいだっ
た去年の秋、梓乃森祭を訪れ
ました。活気があり、幅広い年

代の方々が楽しそうに過ごしている雰囲気がとても印象
的でした。地域とのつながりの深い松本大学で、今後は
様々なことに一職員として携われること、とても嬉しく
思っています。どうぞよろしくお願いいたします。

キャリアセンター

児泉 亜希

　キャリアセンターの中村苑
美です。私は長年柔道をして
きており、投げて一本を取るこ
とを注力してきました。学生の

支援をする際には大きなものだけでなく、些細なものを
大切にすることを心がけていきます。学生と年齢が近い
という特徴を活かし、学生の気持ちに寄り添えるよう精進
します。よろしくお願いいたします。

キャリアセンター

中村 苑美

　実務家からアカデミックの世界に転身し、この度両親
の出身地である松本、そして父の卒業した松商学園高等
学校にゆかりのある松本大学へ着任したことに深いご
縁を感じます。子供の頃から訪れていたこの地へのご恩
返しのつもりで、教育活動・地域活動に励んで参りたい
と存じます。何卒宜しくお願い申し上げます。

松本とのご縁を感じて

総合経営学部総合経営学科
准教授
小野 香織
【専門分野】国際ビジネス／異文化マ
ネジメント／組織行動学
【略歴】早稲田大学ビジネス・ファイナ
ンス研究センター助教／ESSEC 
Business School日本事務所／サン
ゴバン／日本ミシュランタイヤ／丸紅

　九州から信州に転居し、気温や生活習慣の違いに戸惑いながら、
日々を過ごしています。両地域は人口減少という共通の社会課題
を抱えており、人口減少と共存できる社会システムの整備には引き
続き強い関心をもっています。人口減少社会において若者は社会
の貴重な財産であることを念頭に、本学の学生が観光学をとおし
て地方創生などに関われるよう尽力していきたいと考えています。

人口減少と共存できる
社会システムの整備を目指して

観光ホスピタリティ学科
准教授
城本 高輝
【専門分野】観光学／地方創生／人口
減少／労働と余暇／モビリティ
【略歴】京都大学大学院工学研究科土
木工学専攻修了／長崎国際大学人間
社会学部准教授

　2023年11月に着任いたしました。
　病院勤務の経験とこれまでの教育・研究の経験を活か
して、学生の個性を伸ばし、学生が人々の幸せに貢献で
きる人間になれるよう支援していきたいと思います。ど
うぞよろしくお願い致します。

個性を伸ばし、
人を幸せにできる人間を目指して

健康栄養学科
准教授
加藤 勇太
【専門分野】臨床栄養学
【略歴】国立保健医療科学院専門課程
Ⅱ地域保健福祉分野修了／信州大学
医学部附属病院臨床栄養部／城西大
学薬学部医療栄養学科助教

移住のきめて 精進していきます！

整・静・考・孝・直・亀 着任に際しての挨拶

「着任のごあいさつ」

幅広い経験を活かして 地域づくり考房『ゆめ』
大勢の学生に囲まれて

選ばれ続ける大学創りに
貢献できる職員を目指して

着任のご挨拶 「食」を通して
笑顔と元気を届ける管理栄養士に！

教職員を目指す皆さんを応援します
継続と新たな取り組み

副学長  木藤 伸夫
　この度、清水一彦
学長の推薦をいた
だき、副学長の任に
当たることになりま
した。
　昨年度は松本大
学令和変革（MUR-X）
プロジェクトメンバー
の一員として大学の
様々な課題につい
て検討し、いくつか

の提案をさせていただきました。その中には今年度
も継続して進めていく取り組みがあります。また、昨
年度は十分に対応できなかった課題もあり、新しい
取り組みを始めなくてはなりません。
　教職員一同一丸となって、松本大学の運営と将来
の発展のために尽力したいと考えています。

地域の力をお借りして

浜崎 央
　このたび、松本大
学の副学長および
松商短期大学部の
経営情報学科長を
拝命いたしました浜
崎央と申します。
　副学長としまして
は、身に余る重責と
感じていますが、こ
れまでの経験を活か
し、精一杯職務を全

うできればと考えています。また、短期大学としては、
少子化に加えて高校生の短大離れの傾向は続いて
おり、かなり厳しい状況です。
　学園全体や地域で活躍されている多くの同窓生
からもお力添えをいただきながら、短期大学を含め
大学全体の運営に力を注いでいきたいと考えてい
ますので、ご指導のほどよろしくお願い致します。

活力ある地域社会を
創造する総合経営学部へ

総合経営学部 学部長  清水 聡子
　総合経営学部は
松本大学開学時に
設置された学部です。
活力ある地域社会を
創造する総合的な経
営能力を育成するた
めに、総合経営学科
と観光ホスピタリ
ティ学科から構成さ
れています。地域の
課題に取り組み、解

決策を模索する中でマネジメントのあり方を学ぶ、
理論と実践の融合をめざしています。実学重視のカ
リキュラムで実践力を身につけた卒業生は公務員を
含めた多彩な分野で活躍しています。室谷心学科長、
畑井治文学科長と協力し、学生にとって学びやすい
環境を整備し、質の高い教育を提供することで、地
域社会から求められる人材育成に尽力いたします。

地域に根ざした
独自性のさらなる強化を

松商短期大学部 学部長 矢野口 聡
　今年度より、松商短期大学部の舵取りを任され
ることとなりました。
　私は、本学にお世話になってから早20年となり
ますが、これまでの教育活動を振り返ってみますと、
当時から変わらず続けてきたものと変化させてき
たものがあります。変わらずにあるものが短大部
の核ともいえる簿記教育と情報教育で、学生たち
がこれらのスキルを社会で最大限に利かせるよう
に、社会が求めるものを時代に合わせて取り揃え
てきたのが周辺の専門分野や教養分野です。今後
もこれを基本スタンスとして、高校生や地元企業に

とって魅力的なものになるように独自性を磨いていきたいと考えておりますので、
教職員の皆様よろしくお願いいたします。

学科長着任の挨拶

総合経営学部 総合経営学科長  室谷 心
　令和6年4月より総合経営学科長を拝命い
たしました。総合経営学科は大学設立と同時
に設置された学科です。大学開学以来の社会
変化は大きく、近年のコロナ禍では社会にお
ける“距離”の見直しやICT活用が進み、大規
模金融緩和を経た経済は株価の高騰と円安
で揺れています。
　設立20年を超え、本学科も世代交代が進
み新しい陣容となりましたが、「地域社会発展
のための人材育成」という学科の目標は変り
ません。次代の社会を創っていく若者を地域

に送りだすという学科使命実現に今後とも邁進する所存です。総合経営学科
への変わらぬご支援をよろしくお願い申し上げます。

副学長
松商短期大学部 経営情報学科長

［ 専門員 ］

就 任 あ い さ つ

任新 者
あ い さ つ

学校法人松商学園　新理事長就任
教育の力を信じ、学園の更なる飛躍を

　この度、学校法人松商学園の理事長に就任いたしました田口敏子
です。これから法人運営に携わることとなりますが、誠心誠意取り組
んでまいりますので、よろしくお願い申し上げます。
　さて、松商学園の歴史は、明治31年（1898）、福沢諭吉の薫陶を
受けた青年教育家木澤鶴人先生が、この信州松本に開いた戊戌学会
に始まり、以来125年を超える長きにわたり、「自主独立」の建学の精
神のもと、多くの稀有な人材を輩出してまいりました。この間、時代の
求めに応じて規模を拡大し、今では松本大学大学院、松本大学、松本
大学松商短期大学部、松商学園高等学校、松本秀峰中等教育学校を
要した、約4,000名の学生・生徒が在学する総合学園となっています。
　私の母校でもあります松商学園高等学校では、硬式野球をはじめ、
様々なスポーツや文化活動で輝かしい功績をあげ、文武両道でその
名を全国に知らしめてまいりました。また、松本大学、松本大学松商短
期大学部では、全国に先駆けて地域貢献を標榜する大学として、地道

かつ迅速に取り組むことで、
内外から高い評価を受け今
日に至っております。さらに、
松本秀峰中等教育学校は、長
野県初である中高6年間の完
全一貫教育校として、豊かな
人間性や知性を育みながら、
ハイレベルな教育と高い進学実績を誇っています。
　今、我が国は、未曽有の少子高齢化、地域間格差等、様々な問題に
直面していますが、学校法人松商学園は、我々が理想とする教育の力
を信じ、地域社会の問題を解決できる人材を育成してまいりたいと考
えています。
　皆様方には、本学園の目指す人材育成にご理解を賜り、ご支援、ご
協力いただけますよう、よろしくお願い申し上げます。

学校法人 松商学園 理事長  田口 敏子

04 松本大学学報　　　2024.6 vol.155



　高校教員を経て、本年度より松本大学に着任いたしま
した。講義やゼミを通して、これまで感じた教員の魅力や
これから解決してほしい課題等を学生と共有していきた
いと思います。そして英語教育の視点から本学での教育
活動に貢献し、学生が将来幸せな教員生活や社会人生活
を送れるようサポートしたいと思います。

教育学部学校教育学科
専任講師
菊原 健吾
【専門分野】英語教育学／言語テス
ティング・評価
【略歴】University of York MA in TESOL
信州大学大学院教育学研究科
長野県公立高等学校教諭

　本年度4月より健康栄養学科の助手に着任いたしまし
た。給食の現場における勤務経験を活かして、微力なが
ら管理栄養士養成に貢献したいと思います。また、大学
での勤務を通して自分自身のステップアップとネット
ワークを広げたいと考えています。
　どうぞよろしくお願いいたします。

健康栄養学科
助手
兒玉 純子
【専門分野】スポーツ栄養／災害栄養
【略歴】早稲田大学大学院スポーツ科
学研究科修士課程修了  
保育園／病院／  
陸上自衛隊管理栄養士

　昨今の現状で教職の道は負の
イメージがなかなか抜けず、先
生になりたいという若者が減っ
てきていることも心配されてい

ます。しかし、年々学校職場を取り巻く環境は改善されてきて
おり、以前の輝きを取り戻しつつあります。教職は未来の日本
を担う子どもを育てる魅力ある仕事であることを、私自身の公
立小中学校や教育委員会での経験を活かして、一人でも多く
の若者に理解してもらえるように努力していきたいと思います。

教職センター

松島 恒志

　本年度より教職支援室の専
門員としてお世話になっていま
す。学生達からたくさんのエネ
ルギーをいただき、教員になっ

た時の思いや熱意などを改めて思い出しています。そんな
意欲的に教職を目指す学生達の願いや希望の実現に向け
て、小学校・中学校・特別支援学校での勤務や教育行政に携
わった経験を活かして、精一杯のサポートをしていきたい
と思います。どうぞよろしくお願いいたします。

教職支援室

浦野 憲一郎

　昨年度まで勤務していた長野
商業高校では、商業教育研究会高
大連携、地域連携、企業連携の事
業には大学の大きな支援をいた

だいてまいりました。４月からは地域づくり考房『ゆめ』に勤めさ
せていただくことになり、高校生のころにどこかで見たことあるよ
うな学生たちにも囲まれながら、これまで高校の生徒や先生と一
緒に取組んできたことを生かし、学生のコミュニケーション力や
思考・判断・表現力の育成を支援できるように努めてまいります。

地域づくり考房『ゆめ』

三澤 秀樹

　入試広報室に配属となりまし
た、林結愛と申します。大学図書
館にて学生スタッフとして勤務
し、教職学協働で館内企画の運

営や広報等に取り組んでおりました。学生時代の経験を活か
しながら、皆様とともに大学に集まる様々な声をすくい上げ、
選ばれ続ける大学創りに貢献できる職員を目指し、励みたい
と思います。ご指導のほど何卒よろしくお願いいたします。

入試広報室

林 結愛

　たくさん質問してしまう等、
皆さんのお時間を頂いてし
まっている…と痛感する日々
です。ありがとうございます。

感謝の気持ち、「変わりたい」「私もああしてみよう」「自
分に悔しい」気持ちでいっぱいです。
　貪欲に学ぶ姿勢と素直さを核とし精進したいです。ご
指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

教務課

風間 葉月

　学生課に配属となりました
浅見涼と申します。前職では、
行政職として、事業にかかる調
整や折衝を担当しておりまし

た。この経験を活かし、学生の満足度向上につながるよう
な柔軟な対応や丁寧に聞く姿勢を心掛け、快適な学生生
活の実現に努めたいと思います。至らぬ点も多々あるか
と思いますが、どうぞよろしくお願いします。

学生課

浅見 涼

　1月よりキャリアセンターで
勤務しています、中川と申しま
す。現在は主に総合経営学部
を中心に、学生に対する就職・

進路支援を行っています。全く別業種からの転職というこ
ともあり、至らぬ点も多々ございますが、学生の皆さんか
ら日々元気を貰い業務に取り組んでいます。今後とも何
卒よろしくお願いします。

キャリアセンター

中川 洋輔

　キャリアセンターの児泉亜
希です。まだ大阪住まいだっ
た去年の秋、梓乃森祭を訪れ
ました。活気があり、幅広い年

代の方々が楽しそうに過ごしている雰囲気がとても印象
的でした。地域とのつながりの深い松本大学で、今後は
様々なことに一職員として携われること、とても嬉しく
思っています。どうぞよろしくお願いいたします。

キャリアセンター

児泉 亜希

　キャリアセンターの中村苑
美です。私は長年柔道をして
きており、投げて一本を取るこ
とを注力してきました。学生の

支援をする際には大きなものだけでなく、些細なものを
大切にすることを心がけていきます。学生と年齢が近い
という特徴を活かし、学生の気持ちに寄り添えるよう精進
します。よろしくお願いいたします。

キャリアセンター

中村 苑美

　実務家からアカデミックの世界に転身し、この度両親
の出身地である松本、そして父の卒業した松商学園高等
学校にゆかりのある松本大学へ着任したことに深いご
縁を感じます。子供の頃から訪れていたこの地へのご恩
返しのつもりで、教育活動・地域活動に励んで参りたい
と存じます。何卒宜しくお願い申し上げます。

松本とのご縁を感じて

総合経営学部総合経営学科
准教授
小野 香織
【専門分野】国際ビジネス／異文化マ
ネジメント／組織行動学
【略歴】早稲田大学ビジネス・ファイナ
ンス研究センター助教／ESSEC 
Business School日本事務所／サン
ゴバン／日本ミシュランタイヤ／丸紅

　九州から信州に転居し、気温や生活習慣の違いに戸惑いながら、
日々を過ごしています。両地域は人口減少という共通の社会課題
を抱えており、人口減少と共存できる社会システムの整備には引き
続き強い関心をもっています。人口減少社会において若者は社会
の貴重な財産であることを念頭に、本学の学生が観光学をとおし
て地方創生などに関われるよう尽力していきたいと考えています。

人口減少と共存できる
社会システムの整備を目指して

観光ホスピタリティ学科
准教授
城本 高輝
【専門分野】観光学／地方創生／人口
減少／労働と余暇／モビリティ
【略歴】京都大学大学院工学研究科土
木工学専攻修了／長崎国際大学人間
社会学部准教授

　2023年11月に着任いたしました。
　病院勤務の経験とこれまでの教育・研究の経験を活か
して、学生の個性を伸ばし、学生が人々の幸せに貢献で
きる人間になれるよう支援していきたいと思います。ど
うぞよろしくお願い致します。

個性を伸ばし、
人を幸せにできる人間を目指して

健康栄養学科
准教授
加藤 勇太
【専門分野】臨床栄養学
【略歴】国立保健医療科学院専門課程
Ⅱ地域保健福祉分野修了／信州大学
医学部附属病院臨床栄養部／城西大
学薬学部医療栄養学科助教

移住のきめて 精進していきます！

整・静・考・孝・直・亀 着任に際しての挨拶

「着任のごあいさつ」

幅広い経験を活かして 地域づくり考房『ゆめ』
大勢の学生に囲まれて

選ばれ続ける大学創りに
貢献できる職員を目指して

着任のご挨拶 「食」を通して
笑顔と元気を届ける管理栄養士に！

教職員を目指す皆さんを応援します
継続と新たな取り組み

副学長  木藤 伸夫
　この度、清水一彦
学長の推薦をいた
だき、副学長の任に
当たることになりま
した。
　昨年度は松本大
学令和変革（MUR-X）
プロジェクトメンバー
の一員として大学の
様々な課題につい
て検討し、いくつか

の提案をさせていただきました。その中には今年度
も継続して進めていく取り組みがあります。また、昨
年度は十分に対応できなかった課題もあり、新しい
取り組みを始めなくてはなりません。
　教職員一同一丸となって、松本大学の運営と将来
の発展のために尽力したいと考えています。

地域の力をお借りして

浜崎 央
　このたび、松本大
学の副学長および
松商短期大学部の
経営情報学科長を
拝命いたしました浜
崎央と申します。
　副学長としまして
は、身に余る重責と
感じていますが、こ
れまでの経験を活か
し、精一杯職務を全

うできればと考えています。また、短期大学としては、
少子化に加えて高校生の短大離れの傾向は続いて
おり、かなり厳しい状況です。
　学園全体や地域で活躍されている多くの同窓生
からもお力添えをいただきながら、短期大学を含め
大学全体の運営に力を注いでいきたいと考えてい
ますので、ご指導のほどよろしくお願い致します。

活力ある地域社会を
創造する総合経営学部へ

総合経営学部 学部長  清水 聡子
　総合経営学部は
松本大学開学時に
設置された学部です。
活力ある地域社会を
創造する総合的な経
営能力を育成するた
めに、総合経営学科
と観光ホスピタリ
ティ学科から構成さ
れています。地域の
課題に取り組み、解

決策を模索する中でマネジメントのあり方を学ぶ、
理論と実践の融合をめざしています。実学重視のカ
リキュラムで実践力を身につけた卒業生は公務員を
含めた多彩な分野で活躍しています。室谷心学科長、
畑井治文学科長と協力し、学生にとって学びやすい
環境を整備し、質の高い教育を提供することで、地
域社会から求められる人材育成に尽力いたします。

地域に根ざした
独自性のさらなる強化を

松商短期大学部 学部長 矢野口 聡
　今年度より、松商短期大学部の舵取りを任され
ることとなりました。
　私は、本学にお世話になってから早20年となり
ますが、これまでの教育活動を振り返ってみますと、
当時から変わらず続けてきたものと変化させてき
たものがあります。変わらずにあるものが短大部
の核ともいえる簿記教育と情報教育で、学生たち
がこれらのスキルを社会で最大限に利かせるよう
に、社会が求めるものを時代に合わせて取り揃え
てきたのが周辺の専門分野や教養分野です。今後
もこれを基本スタンスとして、高校生や地元企業に

とって魅力的なものになるように独自性を磨いていきたいと考えておりますので、
教職員の皆様よろしくお願いいたします。

学科長着任の挨拶

総合経営学部 総合経営学科長  室谷 心
　令和6年4月より総合経営学科長を拝命い
たしました。総合経営学科は大学設立と同時
に設置された学科です。大学開学以来の社会
変化は大きく、近年のコロナ禍では社会にお
ける“距離”の見直しやICT活用が進み、大規
模金融緩和を経た経済は株価の高騰と円安
で揺れています。
　設立20年を超え、本学科も世代交代が進
み新しい陣容となりましたが、「地域社会発展
のための人材育成」という学科の目標は変り
ません。次代の社会を創っていく若者を地域

に送りだすという学科使命実現に今後とも邁進する所存です。総合経営学科
への変わらぬご支援をよろしくお願い申し上げます。

副学長
松商短期大学部 経営情報学科長

［ 専門員 ］

就 任 あ い さ つ

任新 者
あ い さ つ

学校法人松商学園　新理事長就任
教育の力を信じ、学園の更なる飛躍を

　この度、学校法人松商学園の理事長に就任いたしました田口敏子
です。これから法人運営に携わることとなりますが、誠心誠意取り組
んでまいりますので、よろしくお願い申し上げます。
　さて、松商学園の歴史は、明治31年（1898）、福沢諭吉の薫陶を
受けた青年教育家木澤鶴人先生が、この信州松本に開いた戊戌学会
に始まり、以来125年を超える長きにわたり、「自主独立」の建学の精
神のもと、多くの稀有な人材を輩出してまいりました。この間、時代の
求めに応じて規模を拡大し、今では松本大学大学院、松本大学、松本
大学松商短期大学部、松商学園高等学校、松本秀峰中等教育学校を
要した、約4,000名の学生・生徒が在学する総合学園となっています。
　私の母校でもあります松商学園高等学校では、硬式野球をはじめ、
様々なスポーツや文化活動で輝かしい功績をあげ、文武両道でその
名を全国に知らしめてまいりました。また、松本大学、松本大学松商短
期大学部では、全国に先駆けて地域貢献を標榜する大学として、地道

かつ迅速に取り組むことで、
内外から高い評価を受け今
日に至っております。さらに、
松本秀峰中等教育学校は、長
野県初である中高6年間の完
全一貫教育校として、豊かな
人間性や知性を育みながら、
ハイレベルな教育と高い進学実績を誇っています。
　今、我が国は、未曽有の少子高齢化、地域間格差等、様々な問題に
直面していますが、学校法人松商学園は、我々が理想とする教育の力
を信じ、地域社会の問題を解決できる人材を育成してまいりたいと考
えています。
　皆様方には、本学園の目指す人材育成にご理解を賜り、ご支援、ご
協力いただけますよう、よろしくお願い申し上げます。

学校法人 松商学園 理事長  田口 敏子
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　　　　　　　　　　　　財　産　目　録　令和6年3月31日 （単位　円）
1.　資　産　総　額
　　　　（１）基　本　財　産
　　　　（２）運　用　財　産
2.　負　債　総　額
　　　　（１）固　定　負　債
　　　　（２）流　動　負　債
3.　正　味　財　産

15,826,930,934
10,950,062,811
4,876,868,123
1,459,362,052
537,059,006
922,303,046

14,367,568,882

摘　要 　金　額 （単位　円）
資産の部
　基本財産 10,950,062,811
　　土地 423,043 ㎡ 2,565,625,976
　　　松本市県3-6-1 校用地 44,713 ㎡ 282,208,329
　　　松本市新村2095-1 校用地 65,405 ㎡ 1,738,574,944
　　　松本市埋橋2-1-1 校用地 10,824 ㎡ 522,100,111
　　　松本市筑摩2丁目2952-3 宅地 202 ㎡ 839,536
　　　松本市筑摩2丁目2952-10 宅地 969 ㎡ 4,020,676
　　　松本市筑摩4丁目2438 宅地 442 ㎡ 7,848,217
　　　松本市寿白瀬渕2143 山林 6,641 ㎡ 964,163
　　　松本市浅間温泉 山林 183,662 ㎡ 4,070,000
　　　東筑摩郡筑北村乱橋花川原961 原野 110,184 ㎡ 5,000,000
　　建物 65,749.07 ㎡ 7,123,251,517
　　　学校法人 473.70 ㎡ 2
　　　松本大学 25,944.52 ㎡ 3,917,782,736
　　　松本大学松商短期大学部 7,021.34 ㎡ 298,919,891
　　　松商学園高等学校 21,816.12 ㎡ 1,153,100,904
　　　松本秀峰中等教育学校 10,493.39 ㎡ 1,753,447,984
　　構築物 174件 307,727,074
　　図書 569,000,351
　　教育研究用機器備品 344,833,311
　　管理用機器備品 39,375,030
　　車輌 249,552
　運用財産 4,876,868,123
　　現金預金 3,508,011,397
　　第3号基本金引当特定資産 169,112,896
　　退職給与引当特定資産 150,000,000
　　施設拡充引当特定資産 10,000,000
　　教育拡充引当特定資産 1,041,614
　　奨学金引当特定資産 3,690,700
　　有価証券 906,488,630
　　未収入金 74,748,864
　　電話加入権 1,395,572
　　ソフトウェア 31,378,450
　　出資金 200,000
　　基金拠出金 3,000,000
　　差入敷金保証金 17,800,000

資　産　総　額 15,826,930,934

摘　要 　金　額 （単位　円）
負債の部
　固定負債 537,059,006
　　長期借入金 182,480,000
　　退職給与引当金 354,579,006
　流動負債 922,303,046
　　短期借入金 72,620,000
　　未払金 185,605,808
　　前受金 610,681,800
　　預り金 53,395,438

負　債　総　額 1,459,362,052

正　味　財　産　（資　産　総　額　－　負　債　総　額） 14,367,568,882

貸 借 対 照 表　令和6年3月31日
資 産 の 部 （単位　円）

科　　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減
固定資産 12,244,170,673 12,446,612,740 △ 202,442,067
　　有形固定資産 10,950,062,811 11,350,662,161 △ 400,599,350
　　　　土地 2,565,625,976 2,566,276,727 △ 650,751
　　　　建物 7,123,251,517 7,461,106,157 △ 337,854,640
　　　　構築物 307,727,074 340,398,998 △ 32,671,924
　　　　教育研究用機器備品 344,833,311 376,107,797 △ 31,274,486
　　　　管理用機器備品 39,375,030 39,675,525 △ 300,495
　　　　図書 569,000,351 566,177,259 2,823,092
　　　　車輌 249,552 919,698 △ 670,146
　　　　建設仮勘定 0 0 0
　　特定資産 333,845,210 325,783,070 8,062,140
　　　　第２号基本金引当特定資産 0 0 0
　　　　第３号基本金引当特定資産 169,112,896 168,952,896 160,000
　　　　退職給与引当特定資産 150,000,000 150,000,000 0
　　　　施設拡充引当特定資産 10,000,000 0 10,000,000
　　　　教育拡充引当特定資産 1,041,614 2,971,474 △ 1,929,860
　　　　奨学金引当特定資産 3,690,700 3,858,700 △ 168,000
　　その他の固定資産 960,262,652 770,167,509 190,095,143
　　　　電話加入権 1,395,572 1,395,572 0
　　　　ソフトウェア 31,378,450 41,263,307 △ 9,884,857
　　　　有価証券 906,488,630 706,488,630 200,000,000
　　　　出資金 200,000 200,000 0
　　　　基金拠出金 3,000,000 3,000,000 0
　　　　差入敷金保証金 17,800,000 17,820,000 △ 20,000
　　流動資産 3,582,760,261 3,305,380,189 277,380,072
　　　　現金預金 3,508,011,397 3,153,995,251 354,016,146
　　　　修学旅行費預り資産 0 32,480,000 △ 32,480,000
　　　　未収入金 74,748,864 118,904,938 △ 44,156,074

資産の部合計 15,826,930,934 15,751,992,929 74,938,005

負 債 の 部 （単位　円）
科　　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減

固定負債 537,059,006 598,066,561 △ 61,007,555
　　　　長期借入金 182,480,000 255,100,000 △ 72,620,000
　　　　退職給与引当金 354,579,006 342,966,561 11,612,445
流動負債 922,303,046 986,442,802 △ 64,139,756
　　　　短期借入金 72,620,000 72,620,000 0
　　　　未払金 185,605,808 214,833,529 △ 29,227,721
　　　　前受金 610,681,800 626,941,850 △ 16,260,050
　　　　預り金 53,395,438 39,567,423 13,828,015
　　　　修学旅行費預り金 0 32,480,000 △ 32,480,000

負債の部合計 1,459,362,052 1,584,509,363 △ 125,147,311

 純 資 産 の 部 （単位　円）
科　　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減

基本金 20,999,281,771 20,849,995,468 149,286,303
　　　　第１号基本金 20,466,168,875 20,379,042,572 87,126,303
　　　　第２号基本金 0 0 0
　　　　第３号基本金 169,112,896 168,952,896 160,000
　　　　第４号基本金 364,000,000 302,000,000 62,000,000
繰越収支差額 △ 6,631,712,889 △ 6,682,511,902 50,799,013
　　　　翌年度繰越収支差額 △ 6,631,712,889 △ 6,682,511,902 50,799,013

純資産の部合計 14,367,568,882 14,167,483,566 200,085,316

科　　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減
負債及び純資産の部合計 15,826,930,934 15,751,992,929 74,938,005

資 金 収 支 計 算 書　令和5年4月1日から令和6年3月31日
収 入 の 部 （単位　円）

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
学生生徒等納付金収入 3,676,943,000 3,668,367,817 8,575,183
手数料収入 59,915,000 56,840,545 3,074,455
寄付金収入 39,530,000 40,402,682 △ 872,682
補助金収入 1,098,831,000 1,106,070,147 △ 7,239,147
資産売却収入 200,856,000 200,856,035 △ 35
付随事業・収益事業収入 86,859,000 93,984,050 △ 7,125,050
受取利息・配当金収入 7,084,000 10,335,859 △ 3,251,859
雑収入 102,886,000 114,422,112 △ 11,536,112
借入金等収入 0 0 0
前受金収入 575,490,000 610,681,800 △ 35,191,800
その他の収入 121,496,000 134,850,813 △ 13,354,813
資金収入調整勘定 △ 698,948,000 △ 701,690,714 2,742,714
前年度繰越支払資金 3,153,994,000 3,153,995,251

収 入 の 部 合 計 8,424,936,000 8,489,116,397 △ 64,180,397

支 出 の 部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

人件費支出 2,787,668,000 2,770,506,193 17,161,807
教育研究経費支出 1,339,687,000 1,223,173,523 116,513,477
管理経費支出 391,566,000 366,096,486 25,469,514
借入金等利息支出 910,000 903,371 6,629
借入金等返済支出 72,620,000 72,620,000 0
施設関係支出 23,760,000 23,759,550 450
設備関係支出 89,668,000 84,658,156 5,009,844
資産運用支出 410,160,000 410,160,000 0
その他の支出 220,833,000 214,833,529 5,999,471
〔予備費〕 50,000,000 50,000,000
資金支出調整勘定 △ 123,738,000 △ 185,605,808 61,867,808
翌年度繰越支払資金 3,161,802,000 3,508,011,397 △ 346,209,397

支 出 の 部 合 計 8,424,936,000 8,489,116,397 △ 64,180,397

事 業 活 動 収 支 計 算 書　令和5年4月1日から令和6年3月31日
教 育 活 動 収 支 （単位　円）

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
事業活動収入の部
　　　　学生生徒等納付金 3,676,943,000 3,668,367,817 8,575,183
　　　　手数料 59,915,000 56,840,545 3,074,455
　　　　寄付金 37,530,000 38,399,482 △ 869,482
　　　　経常費等補助金 1,098,831,000 1,101,043,147 △ 2,212,147
　　　　付随事業収入 86,859,000 93,984,050 △ 7,125,050
　　　　雑収入 102,886,000 114,422,112 △ 11,536,112
　　教育活動収入計 5,062,964,000 5,073,057,153  △ 10,093,153
事業活動支出の部 0
　　　　人件費 2,796,034,000 2,782,118,638 13,915,362
　　　　教育研究経費 1,816,087,000 1,699,017,959 117,069,041
　　　　管理経費 426,666,000 400,548,108 26,117,892
　　　　徴収不能額等 0 0 0
　　 教育活動支出計 5,038,787,000 4,881,684,705 157,102,295

教育活動収支差額 24,177,000 191,372,448 △ 167,195,448

教 育 活 動 外 収 支 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

事業活動収入の部
　　　　受取利息・配当金 7,084,000 10,335,859 △ 3,251,859
　　　　その他の教育活動外収入 0 0 0
　　教育活動外収入計 7,084,000 10,335,859 △ 3,251,859
事業活動支出の部 0
　　　　借入金等利息 910,000 903,371 6,629
　　　　その他の教育活動外支出 0 0 0
　　 教育活動外支出計 910,000 903,371 6,629

 教育活動外収支差額 6,174,000 9,432,488 △ 3,258,488

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
経常収支差額 30,351,000 200,804,936 △ 170,453,936

　本学では、大学の開学20周年を迎え、施設・設備の老朽化が進みつつ
あり、ここ数年来、修繕や更新を計画的に進めています。2023年度には、
PC教室（6教室）の椅子の入替えを実施し、学生の学修環境整備を行いま
した。また、傷みがひどくなっていた総合グラウンドの陸上トラック直送路
を補修しました。教育・研究環境の整備では、残念ながら文部科学省の私
立大学等研究設備整備費等補助金は不採択だったものの、ガスクロマト
グラフ質量分析計を購入しました。今後も計画的に教育・学修環境の整備

に努めてまいります。
　2023年度は、松本大学および松本大学松商短期大学部ともに、就学人
口の減少、またいわゆる「ポスト・コロナ」にあって受験生の都市部志向に
回復傾向がみられ、一部の学部・学科で定員を満たせない結果となりまし
た。安定した学生生徒等納付金収入により、教育活動に必要な資金を得る
ため今後の更なる定員確保に向けた対応策の必要性を感じております。
　2023年度は、学生数全体では収容定員を超過しており、事業活動収支
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特 別 収 支 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

事業活動収入の部
　　　　資産売却差額 0 205,284 △ 205,284
　　　　その他の特別収入 2,000,000 13,230,000 △ 11,230,000
　　 特別収入計 2,000,000 13,435,284 △ 11,435,284
事業活動支出の部 0
　　　　資産処分差額 1,110,000 14,154,904 △ 13,044,904
　　　　その他の特別支出 0 0 0
　　  特別支出計 1,110,000 14,154,904 △ 13,044,904

 特別収支差額 890,000 △ 719,620 1,609,620

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
[予備費] 50,000,000 50,000,000

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
基本金組入前当年度収支差額 △ 18,759,000 200,085,316 △ 218,844,316
基本金組入額合計 △ 180,930,000 △ 149,286,303 △ 31,643,697
当年度収支差額 △ 199,689,000 50,799,013 △ 250,488,013
前年度繰越収支差額 △ 6,682,511,000 △ 6,682,511,902 902
翌年度繰越収支差額 △ 6,882,200,000 △ 6,631,712,889 △ 250,487,111

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
事業活動収入計 5,072,048,000 5,096,828,296 △ 24,780,296
事業活動支出計 5,090,807,000 4,896,742,980 194,064,020

資 金 収 支 内 訳 表　令和5年4月1日から令和6年3月31日
収 入 の 部 （単位　円）

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
学生生徒等納付金収入 2,151,313,000 2,148,273,241 3,039,759
手数料収入 32,485,000 30,273,955 2,211,045
寄付金収入 24,215,000 19,266,364 4,948,636
補助金収入 379,257,000 365,642,994 13,614,006
資産売却収入 0 0 0
付随事業・収益事業収入 64,799,000 70,751,310 △ 5,952,310
受取利息・配当金収入 0 0 0
雑収入 44,149,000 54,095,895 △ 9,946,895
借入金等収入 0 0 0

収 入 の 部 合 計 2,696,218,000 2,688,303,759 7,914,241

支 出 の 部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

人件費支出 1,344,594,000 1,343,930,952 663,048
教育研究経費支出 768,093,000 696,237,548 71,855,452
管理経費支出 254,960,000 250,702,444 4,257,556
借入金等利息支出 910,000 903,371 6,629
借入金等返済支出 72,620,000 72,620,000 0
施設関係支出 2,090,000 2,090,000 0
設備関係支出 74,981,000 54,679,148 20,301,852

支 出 の 部 合 計 2,518,248,000 2,421,163,463 97,084,537

事 業 活 動 収 支 内 訳 表　令和5年4月1日から令和6年3月31日
教 育 活 動 収 支 （単位　円）

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
事業活動収入の部
　　　　学生生徒等納付金 2,151,313,000 2,148,273,241 3,039,759
　　　　手数料 32,485,000 30,273,955 2,211,045
　　　　寄付金 24,215,000 19,266,364 4,948,636
　　　　経常費等補助金 379,257,000 365,642,994 13,614,006
　　　　付随事業収入 64,799,000 70,751,310 △ 5,952,310
　　　　雑収入 44,149,000 54,095,895 △ 9,946,895
　　教育活動収入計 2,696,218,000 2,688,303,759 7,914,241
事業活動支出の部 0
　　　　人件費 1,351,134,000 1,353,402,740 △ 2,268,740
　　　　教育研究経費 1,005,793,000 933,335,323 72,457,677
　　　　管理経費 287,060,000 282,502,349 4,557,651
　　　　徴収不能額等 0 0 0
　　 教育活動支出計 2,643,987,000 2,569,240,412 74,746,588

教育活動収支差額 52,231,000 119,063,347 △ 66,832,347

教 育 活 動 外 収 支 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

事業活動収入の部
　　　　受取利息・配当金 0 0 0
　　　　その他の教育活動外収入 0 0 0
　　教育活動外収入計 0 0 0
事業活動支出の部
　　　　借入金等利息 910,000 903,371 6,629
　　　　その他の教育活動外支出 0 0 0
　　 教育活動外支出計 910,000 903,371 6,629

 教育活動外収支差額 △ 910,000 △ 903,371 △ 6,629

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
経常収支差額 51,321,000 118,159,976 △ 66,838,976

特 別 収 支 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

事業活動収入の部
　　　　資産売却差額 0 0 0
　　　　その他の特別収入 0 299,800 △ 299,800
　　 特別収入計 0 299,800 △ 299,800
事業活動支出の部
　　　　資産処分差額 240,000 7,629,852 △ 7,389,852
　　　　その他の特別支出 0 0 0
　　  特別支出計 240,000 7,629,852 △ 7,389,852

 特別収支差額 △ 240,000 △ 7,330,052 7,090,052

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
[予備費] 25,000,000 25,000,000

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
基本金組入前当年度収支差額 26,081,000 110,829,924 △ 84,748,924
基本金組入額合計 △ 140,120,000 △ 137,960,194 △ 2,159,806
当年度収支差額 △ 114,039,000 △ 27,130,270 △ 86,908,730

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
事業活動収入計 2,696,218,000 2,688,603,559 7,614,441
事業活動支出計 2,670,137,000 2,577,773,635 92,363,365

資 金 収 支 内 訳 表　令和5年4月1日から令和6年3月31日
収 入 の 部 （単位　円）

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
学生生徒等納付金収入 429,695,000 428,168,250 1,526,750
手数料収入 8,320,000 7,337,990 982,010
寄付金収入 6,054,000 4,778,680 1,275,320
補助金収入 81,950,000 82,833,446 △ 883,446
資産売却収入 0 0 0
付随事業・収益事業収入 2,214,000 2,954,238 △ 740,238
受取利息・配当金収入 0 0 0
雑収入 16,849,000 18,784,130 △ 1,935,130
借入金等収入 0 0 0

収 入 の 部 合 計 545,082,000 544,856,734 225,266

支 出 の 部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

人件費支出 253,305,000 249,555,112 3,749,888
教育研究経費支出 187,188,000 167,105,679 20,082,321
管理経費支出 39,768,000 41,189,586 △ 1,421,586
借入金等利息支出 0 0 0
借入金等返済支出 0 0 0
施設関係支出 0 0 0
設備関係支出 1,774,000 17,213,589 △ 15,439,589

支 出 の 部 合 計 482,035,000 475,063,966 6,971,034

事 業 活 動 収 支 内 訳 表　令和5年4月1日から令和6年3月31日
教 育 活 動 収 支 （単位　円）

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
事業活動収入の部
　　　　学生生徒等納付金 429,695,000 428,168,250 1,526,750
　　　　手数料 8,320,000 7,337,990 982,010
　　　　寄付金 6,054,000 4,778,680 1,275,320
　　　　経常費等補助金 81,950,000 77,806,446 4,143,554
　　　　付随事業収入 2,214,000 2,954,238 △ 740,238
　　　　雑収入 16,849,000 18,784,130 △ 1,935,130
　　教育活動収入計 545,082,000 539,829,734 5,252,266
事業活動支出の部 0
　　　　人件費 251,099,000 247,540,735 3,558,265
　　　　教育研究経費 213,188,000 193,258,302 19,929,698
　　　　管理経費 40,168,000 41,391,255 △ 1,223,255
　　　　徴収不能額等 0 0 0
　　 教育活動支出計 504,455,000 482,190,292 22,264,708

教育活動収支差額 40,627,000 57,639,442 △ 17,012,442

教 育 活 動 外 収 支 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

事業活動収入の部
　　　　受取利息・配当金 0 0 0
　　　　その他の教育活動外収入 0 0 0
　　教育活動外収入計 0 0 0
事業活動支出の部
　　　　借入金等利息 0 0 0
　　　　その他の教育活動外支出 0 0 0
　　 教育活動外支出計 0 0 0

 教育活動外収支差額 0 0 0

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
経常収支差額 40,627,000 57,639,442 △ 17,012,442

特 別 収 支 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

事業活動収入の部
　　　　資産売却差額 0 0 0
　　　　その他の特別収入 0 5,027,000 △  5,027,000
　　 特別収入計 0 5,027,000 △  5,027,000
事業活動支出の部
　　　　資産処分差額 520,000 6,147,602 △ 5,627,602
　　　　その他の特別支出 0 0 0
　　  特別支出計 520,000 6,147,602 △ 5,627,602

 特別収支差額 △ 520,000 △ 1,120,602 600,602

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
[予備費] 5,000,000 5,000,000

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
基本金組入前当年度収支差額 35,107,000 56,518,840 △ 21,411,840
基本金組入額合計 △ 1,820,000 11,705,438 △ 13,525,438
当年度収支差額 33,287,000 68,224,278 △ 34,937,278

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
事業活動収入計 545,082,000 544,856,734 225,266
事業活動支出計 509,975,000 488,337,894 21,637,106

は大学・短大合わせて141,349千円の収入超過となり、収支のバランス
が取れた形になりました。
　松商学園高等学校、松本秀峰中等教育学校を含めた学園全体でも、事
業活動全体（教育活動・教育活動外）における経常収支差額は昨年より多
い200,805千円の収入超過であり、学校法人松商学園として収支バラン
スのとれた健全な決算内容となっております。
 (松本大学事務局長　赤羽 研太）

松本大学

松本大学松商短期大学部
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　　　　　　　　　　　　財　産　目　録　令和6年3月31日 （単位　円）
1.　資　産　総　額
　　　　（１）基　本　財　産
　　　　（２）運　用　財　産
2.　負　債　総　額
　　　　（１）固　定　負　債
　　　　（２）流　動　負　債
3.　正　味　財　産

15,826,930,934
10,950,062,811
4,876,868,123
1,459,362,052
537,059,006
922,303,046

14,367,568,882

摘　要 　金　額 （単位　円）
資産の部
　基本財産 10,950,062,811
　　土地 423,043 ㎡ 2,565,625,976
　　　松本市県3-6-1 校用地 44,713 ㎡ 282,208,329
　　　松本市新村2095-1 校用地 65,405 ㎡ 1,738,574,944
　　　松本市埋橋2-1-1 校用地 10,824 ㎡ 522,100,111
　　　松本市筑摩2丁目2952-3 宅地 202 ㎡ 839,536
　　　松本市筑摩2丁目2952-10 宅地 969 ㎡ 4,020,676
　　　松本市筑摩4丁目2438 宅地 442 ㎡ 7,848,217
　　　松本市寿白瀬渕2143 山林 6,641 ㎡ 964,163
　　　松本市浅間温泉 山林 183,662 ㎡ 4,070,000
　　　東筑摩郡筑北村乱橋花川原961 原野 110,184 ㎡ 5,000,000
　　建物 65,749.07 ㎡ 7,123,251,517
　　　学校法人 473.70 ㎡ 2
　　　松本大学 25,944.52 ㎡ 3,917,782,736
　　　松本大学松商短期大学部 7,021.34 ㎡ 298,919,891
　　　松商学園高等学校 21,816.12 ㎡ 1,153,100,904
　　　松本秀峰中等教育学校 10,493.39 ㎡ 1,753,447,984
　　構築物 174件 307,727,074
　　図書 569,000,351
　　教育研究用機器備品 344,833,311
　　管理用機器備品 39,375,030
　　車輌 249,552
　運用財産 4,876,868,123
　　現金預金 3,508,011,397
　　第3号基本金引当特定資産 169,112,896
　　退職給与引当特定資産 150,000,000
　　施設拡充引当特定資産 10,000,000
　　教育拡充引当特定資産 1,041,614
　　奨学金引当特定資産 3,690,700
　　有価証券 906,488,630
　　未収入金 74,748,864
　　電話加入権 1,395,572
　　ソフトウェア 31,378,450
　　出資金 200,000
　　基金拠出金 3,000,000
　　差入敷金保証金 17,800,000

資　産　総　額 15,826,930,934

摘　要 　金　額 （単位　円）
負債の部
　固定負債 537,059,006
　　長期借入金 182,480,000
　　退職給与引当金 354,579,006
　流動負債 922,303,046
　　短期借入金 72,620,000
　　未払金 185,605,808
　　前受金 610,681,800
　　預り金 53,395,438

負　債　総　額 1,459,362,052

正　味　財　産　（資　産　総　額　－　負　債　総　額） 14,367,568,882

貸 借 対 照 表　令和6年3月31日
資 産 の 部 （単位　円）

科　　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減
固定資産 12,244,170,673 12,446,612,740 △ 202,442,067
　　有形固定資産 10,950,062,811 11,350,662,161 △ 400,599,350
　　　　土地 2,565,625,976 2,566,276,727 △ 650,751
　　　　建物 7,123,251,517 7,461,106,157 △ 337,854,640
　　　　構築物 307,727,074 340,398,998 △ 32,671,924
　　　　教育研究用機器備品 344,833,311 376,107,797 △ 31,274,486
　　　　管理用機器備品 39,375,030 39,675,525 △ 300,495
　　　　図書 569,000,351 566,177,259 2,823,092
　　　　車輌 249,552 919,698 △ 670,146
　　　　建設仮勘定 0 0 0
　　特定資産 333,845,210 325,783,070 8,062,140
　　　　第２号基本金引当特定資産 0 0 0
　　　　第３号基本金引当特定資産 169,112,896 168,952,896 160,000
　　　　退職給与引当特定資産 150,000,000 150,000,000 0
　　　　施設拡充引当特定資産 10,000,000 0 10,000,000
　　　　教育拡充引当特定資産 1,041,614 2,971,474 △ 1,929,860
　　　　奨学金引当特定資産 3,690,700 3,858,700 △ 168,000
　　その他の固定資産 960,262,652 770,167,509 190,095,143
　　　　電話加入権 1,395,572 1,395,572 0
　　　　ソフトウェア 31,378,450 41,263,307 △ 9,884,857
　　　　有価証券 906,488,630 706,488,630 200,000,000
　　　　出資金 200,000 200,000 0
　　　　基金拠出金 3,000,000 3,000,000 0
　　　　差入敷金保証金 17,800,000 17,820,000 △ 20,000
　　流動資産 3,582,760,261 3,305,380,189 277,380,072
　　　　現金預金 3,508,011,397 3,153,995,251 354,016,146
　　　　修学旅行費預り資産 0 32,480,000 △ 32,480,000
　　　　未収入金 74,748,864 118,904,938 △ 44,156,074

資産の部合計 15,826,930,934 15,751,992,929 74,938,005

負 債 の 部 （単位　円）
科　　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減

固定負債 537,059,006 598,066,561 △ 61,007,555
　　　　長期借入金 182,480,000 255,100,000 △ 72,620,000
　　　　退職給与引当金 354,579,006 342,966,561 11,612,445
流動負債 922,303,046 986,442,802 △ 64,139,756
　　　　短期借入金 72,620,000 72,620,000 0
　　　　未払金 185,605,808 214,833,529 △ 29,227,721
　　　　前受金 610,681,800 626,941,850 △ 16,260,050
　　　　預り金 53,395,438 39,567,423 13,828,015
　　　　修学旅行費預り金 0 32,480,000 △ 32,480,000

負債の部合計 1,459,362,052 1,584,509,363 △ 125,147,311

 純 資 産 の 部 （単位　円）
科　　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減

基本金 20,999,281,771 20,849,995,468 149,286,303
　　　　第１号基本金 20,466,168,875 20,379,042,572 87,126,303
　　　　第２号基本金 0 0 0
　　　　第３号基本金 169,112,896 168,952,896 160,000
　　　　第４号基本金 364,000,000 302,000,000 62,000,000
繰越収支差額 △ 6,631,712,889 △ 6,682,511,902 50,799,013
　　　　翌年度繰越収支差額 △ 6,631,712,889 △ 6,682,511,902 50,799,013

純資産の部合計 14,367,568,882 14,167,483,566 200,085,316

科　　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減
負債及び純資産の部合計 15,826,930,934 15,751,992,929 74,938,005

資 金 収 支 計 算 書　令和5年4月1日から令和6年3月31日
収 入 の 部 （単位　円）

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
学生生徒等納付金収入 3,676,943,000 3,668,367,817 8,575,183
手数料収入 59,915,000 56,840,545 3,074,455
寄付金収入 39,530,000 40,402,682 △ 872,682
補助金収入 1,098,831,000 1,106,070,147 △ 7,239,147
資産売却収入 200,856,000 200,856,035 △ 35
付随事業・収益事業収入 86,859,000 93,984,050 △ 7,125,050
受取利息・配当金収入 7,084,000 10,335,859 △ 3,251,859
雑収入 102,886,000 114,422,112 △ 11,536,112
借入金等収入 0 0 0
前受金収入 575,490,000 610,681,800 △ 35,191,800
その他の収入 121,496,000 134,850,813 △ 13,354,813
資金収入調整勘定 △ 698,948,000 △ 701,690,714 2,742,714
前年度繰越支払資金 3,153,994,000 3,153,995,251

収 入 の 部 合 計 8,424,936,000 8,489,116,397 △ 64,180,397

支 出 の 部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

人件費支出 2,787,668,000 2,770,506,193 17,161,807
教育研究経費支出 1,339,687,000 1,223,173,523 116,513,477
管理経費支出 391,566,000 366,096,486 25,469,514
借入金等利息支出 910,000 903,371 6,629
借入金等返済支出 72,620,000 72,620,000 0
施設関係支出 23,760,000 23,759,550 450
設備関係支出 89,668,000 84,658,156 5,009,844
資産運用支出 410,160,000 410,160,000 0
その他の支出 220,833,000 214,833,529 5,999,471
〔予備費〕 50,000,000 50,000,000
資金支出調整勘定 △ 123,738,000 △ 185,605,808 61,867,808
翌年度繰越支払資金 3,161,802,000 3,508,011,397 △ 346,209,397

支 出 の 部 合 計 8,424,936,000 8,489,116,397 △ 64,180,397

事 業 活 動 収 支 計 算 書　令和5年4月1日から令和6年3月31日
教 育 活 動 収 支 （単位　円）

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
事業活動収入の部
　　　　学生生徒等納付金 3,676,943,000 3,668,367,817 8,575,183
　　　　手数料 59,915,000 56,840,545 3,074,455
　　　　寄付金 37,530,000 38,399,482 △ 869,482
　　　　経常費等補助金 1,098,831,000 1,101,043,147 △ 2,212,147
　　　　付随事業収入 86,859,000 93,984,050 △ 7,125,050
　　　　雑収入 102,886,000 114,422,112 △ 11,536,112
　　教育活動収入計 5,062,964,000 5,073,057,153  △ 10,093,153
事業活動支出の部 0
　　　　人件費 2,796,034,000 2,782,118,638 13,915,362
　　　　教育研究経費 1,816,087,000 1,699,017,959 117,069,041
　　　　管理経費 426,666,000 400,548,108 26,117,892
　　　　徴収不能額等 0 0 0
　　 教育活動支出計 5,038,787,000 4,881,684,705 157,102,295

教育活動収支差額 24,177,000 191,372,448 △ 167,195,448

教 育 活 動 外 収 支 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

事業活動収入の部
　　　　受取利息・配当金 7,084,000 10,335,859 △ 3,251,859
　　　　その他の教育活動外収入 0 0 0
　　教育活動外収入計 7,084,000 10,335,859 △ 3,251,859
事業活動支出の部 0
　　　　借入金等利息 910,000 903,371 6,629
　　　　その他の教育活動外支出 0 0 0
　　 教育活動外支出計 910,000 903,371 6,629

 教育活動外収支差額 6,174,000 9,432,488 △ 3,258,488

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
経常収支差額 30,351,000 200,804,936 △ 170,453,936

　本学では、大学の開学20周年を迎え、施設・設備の老朽化が進みつつ
あり、ここ数年来、修繕や更新を計画的に進めています。2023年度には、
PC教室（6教室）の椅子の入替えを実施し、学生の学修環境整備を行いま
した。また、傷みがひどくなっていた総合グラウンドの陸上トラック直送路
を補修しました。教育・研究環境の整備では、残念ながら文部科学省の私
立大学等研究設備整備費等補助金は不採択だったものの、ガスクロマト
グラフ質量分析計を購入しました。今後も計画的に教育・学修環境の整備

に努めてまいります。
　2023年度は、松本大学および松本大学松商短期大学部ともに、就学人
口の減少、またいわゆる「ポスト・コロナ」にあって受験生の都市部志向に
回復傾向がみられ、一部の学部・学科で定員を満たせない結果となりまし
た。安定した学生生徒等納付金収入により、教育活動に必要な資金を得る
ため今後の更なる定員確保に向けた対応策の必要性を感じております。
　2023年度は、学生数全体では収容定員を超過しており、事業活動収支

　

学校法人　松商学園

2023年度 決算報告

特 別 収 支 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

事業活動収入の部
　　　　資産売却差額 0 205,284 △ 205,284
　　　　その他の特別収入 2,000,000 13,230,000 △ 11,230,000
　　 特別収入計 2,000,000 13,435,284 △ 11,435,284
事業活動支出の部 0
　　　　資産処分差額 1,110,000 14,154,904 △ 13,044,904
　　　　その他の特別支出 0 0 0
　　  特別支出計 1,110,000 14,154,904 △ 13,044,904

 特別収支差額 890,000 △ 719,620 1,609,620

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
[予備費] 50,000,000 50,000,000

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
基本金組入前当年度収支差額 △ 18,759,000 200,085,316 △ 218,844,316
基本金組入額合計 △ 180,930,000 △ 149,286,303 △ 31,643,697
当年度収支差額 △ 199,689,000 50,799,013 △ 250,488,013
前年度繰越収支差額 △ 6,682,511,000 △ 6,682,511,902 902
翌年度繰越収支差額 △ 6,882,200,000 △ 6,631,712,889 △ 250,487,111

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
事業活動収入計 5,072,048,000 5,096,828,296 △ 24,780,296
事業活動支出計 5,090,807,000 4,896,742,980 194,064,020

資 金 収 支 内 訳 表　令和5年4月1日から令和6年3月31日
収 入 の 部 （単位　円）

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
学生生徒等納付金収入 2,151,313,000 2,148,273,241 3,039,759
手数料収入 32,485,000 30,273,955 2,211,045
寄付金収入 24,215,000 19,266,364 4,948,636
補助金収入 379,257,000 365,642,994 13,614,006
資産売却収入 0 0 0
付随事業・収益事業収入 64,799,000 70,751,310 △ 5,952,310
受取利息・配当金収入 0 0 0
雑収入 44,149,000 54,095,895 △ 9,946,895
借入金等収入 0 0 0

収 入 の 部 合 計 2,696,218,000 2,688,303,759 7,914,241

支 出 の 部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

人件費支出 1,344,594,000 1,343,930,952 663,048
教育研究経費支出 768,093,000 696,237,548 71,855,452
管理経費支出 254,960,000 250,702,444 4,257,556
借入金等利息支出 910,000 903,371 6,629
借入金等返済支出 72,620,000 72,620,000 0
施設関係支出 2,090,000 2,090,000 0
設備関係支出 74,981,000 54,679,148 20,301,852

支 出 の 部 合 計 2,518,248,000 2,421,163,463 97,084,537

事 業 活 動 収 支 内 訳 表　令和5年4月1日から令和6年3月31日
教 育 活 動 収 支 （単位　円）

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
事業活動収入の部
　　　　学生生徒等納付金 2,151,313,000 2,148,273,241 3,039,759
　　　　手数料 32,485,000 30,273,955 2,211,045
　　　　寄付金 24,215,000 19,266,364 4,948,636
　　　　経常費等補助金 379,257,000 365,642,994 13,614,006
　　　　付随事業収入 64,799,000 70,751,310 △ 5,952,310
　　　　雑収入 44,149,000 54,095,895 △ 9,946,895
　　教育活動収入計 2,696,218,000 2,688,303,759 7,914,241
事業活動支出の部 0
　　　　人件費 1,351,134,000 1,353,402,740 △ 2,268,740
　　　　教育研究経費 1,005,793,000 933,335,323 72,457,677
　　　　管理経費 287,060,000 282,502,349 4,557,651
　　　　徴収不能額等 0 0 0
　　 教育活動支出計 2,643,987,000 2,569,240,412 74,746,588

教育活動収支差額 52,231,000 119,063,347 △ 66,832,347

教 育 活 動 外 収 支 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

事業活動収入の部
　　　　受取利息・配当金 0 0 0
　　　　その他の教育活動外収入 0 0 0
　　教育活動外収入計 0 0 0
事業活動支出の部
　　　　借入金等利息 910,000 903,371 6,629
　　　　その他の教育活動外支出 0 0 0
　　 教育活動外支出計 910,000 903,371 6,629

 教育活動外収支差額 △ 910,000 △ 903,371 △ 6,629

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
経常収支差額 51,321,000 118,159,976 △ 66,838,976

特 別 収 支 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

事業活動収入の部
　　　　資産売却差額 0 0 0
　　　　その他の特別収入 0 299,800 △ 299,800
　　 特別収入計 0 299,800 △ 299,800
事業活動支出の部
　　　　資産処分差額 240,000 7,629,852 △ 7,389,852
　　　　その他の特別支出 0 0 0
　　  特別支出計 240,000 7,629,852 △ 7,389,852

 特別収支差額 △ 240,000 △ 7,330,052 7,090,052

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
[予備費] 25,000,000 25,000,000

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
基本金組入前当年度収支差額 26,081,000 110,829,924 △ 84,748,924
基本金組入額合計 △ 140,120,000 △ 137,960,194 △ 2,159,806
当年度収支差額 △ 114,039,000 △ 27,130,270 △ 86,908,730

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
事業活動収入計 2,696,218,000 2,688,603,559 7,614,441
事業活動支出計 2,670,137,000 2,577,773,635 92,363,365

資 金 収 支 内 訳 表　令和5年4月1日から令和6年3月31日
収 入 の 部 （単位　円）

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
学生生徒等納付金収入 429,695,000 428,168,250 1,526,750
手数料収入 8,320,000 7,337,990 982,010
寄付金収入 6,054,000 4,778,680 1,275,320
補助金収入 81,950,000 82,833,446 △ 883,446
資産売却収入 0 0 0
付随事業・収益事業収入 2,214,000 2,954,238 △ 740,238
受取利息・配当金収入 0 0 0
雑収入 16,849,000 18,784,130 △ 1,935,130
借入金等収入 0 0 0

収 入 の 部 合 計 545,082,000 544,856,734 225,266

支 出 の 部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

人件費支出 253,305,000 249,555,112 3,749,888
教育研究経費支出 187,188,000 167,105,679 20,082,321
管理経費支出 39,768,000 41,189,586 △ 1,421,586
借入金等利息支出 0 0 0
借入金等返済支出 0 0 0
施設関係支出 0 0 0
設備関係支出 1,774,000 17,213,589 △ 15,439,589

支 出 の 部 合 計 482,035,000 475,063,966 6,971,034

事 業 活 動 収 支 内 訳 表　令和5年4月1日から令和6年3月31日
教 育 活 動 収 支 （単位　円）

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
事業活動収入の部
　　　　学生生徒等納付金 429,695,000 428,168,250 1,526,750
　　　　手数料 8,320,000 7,337,990 982,010
　　　　寄付金 6,054,000 4,778,680 1,275,320
　　　　経常費等補助金 81,950,000 77,806,446 4,143,554
　　　　付随事業収入 2,214,000 2,954,238 △ 740,238
　　　　雑収入 16,849,000 18,784,130 △ 1,935,130
　　教育活動収入計 545,082,000 539,829,734 5,252,266
事業活動支出の部 0
　　　　人件費 251,099,000 247,540,735 3,558,265
　　　　教育研究経費 213,188,000 193,258,302 19,929,698
　　　　管理経費 40,168,000 41,391,255 △ 1,223,255
　　　　徴収不能額等 0 0 0
　　 教育活動支出計 504,455,000 482,190,292 22,264,708

教育活動収支差額 40,627,000 57,639,442 △ 17,012,442

教 育 活 動 外 収 支 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

事業活動収入の部
　　　　受取利息・配当金 0 0 0
　　　　その他の教育活動外収入 0 0 0
　　教育活動外収入計 0 0 0
事業活動支出の部
　　　　借入金等利息 0 0 0
　　　　その他の教育活動外支出 0 0 0
　　 教育活動外支出計 0 0 0

 教育活動外収支差額 0 0 0

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
経常収支差額 40,627,000 57,639,442 △ 17,012,442

特 別 収 支 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

事業活動収入の部
　　　　資産売却差額 0 0 0
　　　　その他の特別収入 0 5,027,000 △  5,027,000
　　 特別収入計 0 5,027,000 △  5,027,000
事業活動支出の部
　　　　資産処分差額 520,000 6,147,602 △ 5,627,602
　　　　その他の特別支出 0 0 0
　　  特別支出計 520,000 6,147,602 △ 5,627,602

 特別収支差額 △ 520,000 △ 1,120,602 600,602

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
[予備費] 5,000,000 5,000,000

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
基本金組入前当年度収支差額 35,107,000 56,518,840 △ 21,411,840
基本金組入額合計 △ 1,820,000 11,705,438 △ 13,525,438
当年度収支差額 33,287,000 68,224,278 △ 34,937,278

科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異
事業活動収入計 545,082,000 544,856,734 225,266
事業活動支出計 509,975,000 488,337,894 21,637,106

は大学・短大合わせて141,349千円の収入超過となり、収支のバランス
が取れた形になりました。
　松商学園高等学校、松本秀峰中等教育学校を含めた学園全体でも、事
業活動全体（教育活動・教育活動外）における経常収支差額は昨年より多
い200,805千円の収入超過であり、学校法人松商学園として収支バラン
スのとれた健全な決算内容となっております。
 (松本大学事務局長　赤羽 研太）

松本大学
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総合経営学科 観光ホスピタリティ学科 健康栄養学科 スポーツ健康学科

（就職者84人／就職希望者86人）

97.7％就職率 96.6％就職率 100.0％就職率 98.9％就職率

（就職者86人／就職希望者89人） （就職者67人／就職希望者67人） （就職者87人／就職希望者88人）

商学科・経営情報学科

97.8％就職率

（就職者182人／就職希望者186人）

学校教育学科

100％就職率

（就職者76人／就職希望者76人）

教員
51名

進学 4名
公務員 5名

その他 2名

企業等
20名

長野県内への就職率（2023年度卒業生）

大　学 短　大

（300人／400人）
県内就職者　 就職者

（164人／182人）
県内就職者　 就職者

変化に対応した就職支援を展開
　就職活動における新型コロナウイルス感染症の影響は一段落つ
き、対面とオンラインによるハイブリッドな就職活動の形が定着し

てきました。学生たちはそのような変化にも柔軟に対応し、真摯に
就職活動に取り組んできました。その結果、大学全体の就職率は
98.2％と昨年度同様に高い数字を維持することができました。
　なお、企業等における採用活動は早期化が進み、学生も早くから
準備が求められるようになっています。本学では、低学年次からの

キャリア面談やインターンシッププログラムなどにより学生のキャ
リア形成の意識醸成に努めておりますが、引き続きさまざまな変
化に対応できる柔軟かつきめ細やかな就職支援に取り組んでまい
ります。

（2023年度全学就職委員長・准教授　今村 篤史）

75.0% 90.1%

2023年度 卒業生の進路

産業分類 就 職 先 計

建設

㈱エール 1
首都高電気メンテナンス㈱ 1
㈱大和ホーム工業 1
㈱長野技研 1
㈱ヤマウラ 1

小計 5

製造

アルプスシャツ㈱ 1
㈱飯島商店 1
エア・ウォーター・マッハ㈱ 1
オリオン機械㈱ 1
㈱北澤電機製作所 2
共立継器㈱ 2
山洋電気テクノサービス㈱ 2
城北工業㈱ 1
㈱ダイシン 2
太陽工業㈱ 1
㈱ちくま精機 1
東洋技研㈱ 1
長野興農㈱ 1
日本ウォーターシステム㈱ 1
フレックスジャパン㈱ 1

小計 19

電気・ガス・
熱供給・水道

岡谷酸素㈱ 2
㈱サイサン 1
松本ガス㈱ 1

小計 4

情報通信

㈱アドヴァンスト・インフォーメイション・デザイン 1
㈱NTT東日本-関信越 1
㈱システムイオ 1
㈱テクノ情報システム 1
ネクストリンクス㈱ 1

小計 5
運輸・郵便 八方尾根開発㈱ 1
小計 1

卸売
・
小売

アスクホールディングス㈱ 1
㈱アダストリア 1
イオンビッグ㈱ 1
イオンリテール㈱ 1
㈱オーレンジ 1
岡野薬品㈱ 1
㈱小泉 1
㈱甲信マツダ 1
㈱国興 1
昭和企業㈱ 1
昭和電機産業㈱ 1
㈱信毎販売センターふれあいネット 1
㈱ツチハシ 1
㈱ツルヤ 1
㈱デリシア 2
直富商事㈱ 1
長野ダイハツ販売㈱ 3
㈱ファーストリテイリング 1
丸井産業㈱ 1
㈱丸友中部青果 1
㈱本久 1
㈱山二 1
リコージャパン㈱ 2
㈱林友 1
渡辺パイプ㈱ 1
㈱綿半ホームエイド 1

小計 30

金融
・
保険

諏訪信用金庫 2
㈱長野銀行 1
長野信用金庫 1
松本信用金庫 1

小計 5
不動産・
物品賃貸

㈱アクティオ 1
㈱諏訪貸家アパートセンター 1

小計 2

専門・技術サービス ㈱小林会計事務所 2
税理士法人成迫会計事務所 1

小計 3

宿泊・
飲食サービス

アルピコホテルズ㈱ 1
㈱星野リゾート 1
㈱レインズインターナショナル 1

小計 3
生活関連サービス ㈱ダイナム 1
小計 1
教育・
学習支援

学校法人松商学園 1
㈱信州ジャパン 1

小計 2
複合サービス事業 大北農業協同組合 1
小計 1

その他サービス ㈱綜合キャリアオプション 1
小計 1

公務 駒ヶ根市役所 1
長野県警察 1

小計 2
就職者合計 84

産業分類 就 職 先 計

建設
セキスイハイム信越㈱ 2
㈱竹花組 1
㈱マナテック 1

小計 4

製造

㈱ウィズ 1
㈱キョウデン 1
協和ダンボール㈱ 2
鉱研工業㈱ 1
真田ＫＯＡ㈱ 1
山洋電気テクノサービス㈱ 2
㈱シンエイ・ハイテック 1
㈱伸光製作所 1
信州ミルクランド㈱ 1
㈱鈴木 1
㈱竹村製作所 1
㈱ちくま精機 1
㈱デンソーエアクール 1
東洋計器㈱ 1
日本製紙㈱ 1
㈱ポテトデリカ 1
三島光産㈱ 1
㈱山一精工 1

小計 20
電気・ガス・熱供給・水道 岡谷酸素㈱ 1
小計 1

情報通信 ㈱BiS 1
㈱ファーストロジック 1

小計 2

運輸・郵便 中越運送㈱ 1
八方尾根開発㈱ 1

小計 2

卸売
・
小売

アズサイエンス㈱ 1
㈱国興 2
生活協同組合コープながの 1
㈱タカサワ 1
㈱ツルヤ 1
長野板販㈱ 1
長野ダイハツ販売㈱ 1
長野日産自動車㈱ 1
ブリヂストンタイヤ長野販売㈱ 1
松本日産自動車㈱ 1
㈱本久 1
リコージャパン㈱ 2

小計 14

金融・保険
諏訪信用金庫 1
長野県労働金庫 2
松本信用金庫 3

小計 6

不動産・物品賃貸 ㈱サニクリーン甲信越 2
㈱諏訪貸家アパートセンター 1

小計 3
宿泊・飲食サービス 日本スキー場開発㈱ 1
小計 1

生活関連
サービス

㈱太田屋 1
共和観光㈱ 1
ＴＢＣグループ㈱ 1
㈱日本橋夢屋 1
㈱プライムコンセプト 1
㈱ミュゼプラチナム 1

小計 6

教育・
学習支援

長野県教育委員会 2
㈱日本教育システム研究所 1
NOVAホールディングス㈱ 1

小計 4

医療・福祉

ＮＰＯ法人アルウィズ　デイホーム楓 1
エフビー介護サービス㈱ 1
社会福祉法人敬老園 1
社会福祉法人塩尻市社会福祉協議会 1
社会福祉法人下諏訪町社会福祉協議会 1
社会医療法人中信勤労者医療協会松本協立病院 1
社会福祉法人長野県社会福祉事業団 1
独立行政法人国立病院機構東長野病院 1
長野県国民健康保険団体連合会 1

小計 9
複合サービス
事業

あづみ農業協同組合 2
ながの農業協同組合 1

小計 3

その他の
サービス

㈱医師のとも 1
㈱ウィルオブ・ワーク 1
㈱エイジェック　松本オフィス 1
㈱フロンティア・スピリット 1

小計 4

公務

安曇野市役所 1
池田町役場 1
軽井沢町役場 1
木曽町役場 1
長野県警察 1
松本市役所 1
山形村役場 1

小計 7
就職者合計 86

産業分類 就 職 先 計

製造

信州ハム㈱ 1
信州ビバレッジ㈱ 2
㈱スギムラ精工 1
セントラルパック㈱ 1
㈱デイリーはやしや 1
㈱ナガノトマト 1
日本電熱㈱ 1

小計 8

卸売
・
小売

㈱STIフードホールディングス 1
エステールホールディングス㈱ 1
㈱カワチ薬品 1
㈱コウズケヤ 2
㈱タック 1
㈱ツルヤ 1
デイリーフーズ長野販売㈱ 1
長野板販㈱ 1
ブリヂストンタイヤ長野販売㈱ 1
㈱モリキ 1
㈱八幡屋礒五郎 1
㈱リカーマウンテン 1

小計 13
金融・保険 富国生命保険相互会社　松本支社 1
小計 1

宿泊・飲食サービス ㈱池の平ホテル＆リゾーツ 1
小計 1

生活関連
サービス
・
娯楽

㈱グリーンハウス 1
コンパスグループ・ジャパン㈱ 1
シダックス㈱ 1
ナフス㈱ 1
日清医療食品㈱　中部支店 3
日清医療食品㈱　名古屋支店 1
日本ゼネラルフード㈱ 1
富士産業㈱　長野事業部 2
㈱ミールケア 1
㈱LEOC 1

小計 13

医療・福祉

㈱あしたばマインド 1
あづみのうえはらおとなこども歯科医院 1
医療法人紀隆会とどろき歯科医院 1
医療法人銀門会甲州リハビリテーション病院 1
医療法人慶友会城東病院 1
医療法人研成会諏訪湖畔病院 1
医療法人社団敬仁会桔梗ヶ原病院 1
医療法人社団美心会黒沢病院 1
㈱ウェルライフ信州 1
社会医療法人栗山会飯田病院 1
社会医療法人財団慈泉会相澤病院 1
社会医療法人抱生会丸の内病院 1
社会福祉法人上田明照会 1
社会福祉法人光和福祉会 1
社会福祉法人坂城福祉会 1
社会福祉法人佐久福寿園 1
社会福祉法人平成会 1
社会福祉法人法延会 2
社会福祉法人北養会 1
社会福祉法人ゆうゆう 1
社会福祉法人れんげ福祉会 2
特定医療法人楽山会三島病院 1
長野県厚生農業協同組合連合会医療センターあづみ病院 1
長野県厚生農業協同組合連合会下伊那厚生病院 1

小計 26

公務

自衛隊長野地方協力本部 1
松塩筑木曽老人福祉施設組合 1
高山村役場 1
北杜市立塩川病院 1
松本市役所 1

小計 5
就職者合計 67

産業分類 就 職 先 計

建設
㈱岩野商会 1
㈱サンプロ 1
㈱マナテック 2

小計 4

製造

アート金属工業㈱ 1
㈱青木固研究所 1
上松電子㈱ 1
㈱キッツメタルワークス 1
CREST PRECISION㈱ 1
㈱ディスコ 1
㈱長野サンヨーフーズ 1
日本食研㈱ 1
富士電機パワーセミコンダクタ㈱ 1
㈱ペヤングホールディングス 1
大和電機工業㈱ 1

小計 11
電気・ガス・熱供給・水道 サンリン㈱ 1
小計 1

情報通信
㈱アドヴァンスト・インフォーメイション・デザイン 1
NTTデータカスタマーサービス㈱ 1
㈱求人ジャーナル 1

小計 3

卸売
・
小売

ウエルシア薬局㈱ 2
㈱エラン 3
岡野薬品㈱ 1
㈱クスリのアオキ 1
㈱ケーユーホールディングス 1
昭和電機産業㈱ 1
㈱立石コーポレーシヨン 2
長野日産自動車㈱ 2
ネッツトヨタ新潟㈱ 1
㈱マルニシ 1
丸文通商㈱ 2
㈱本久 2
㈱ヨコハマタイヤジャパン 2
㈱ロイヤルオートサービス 1
渡辺パイプ㈱ 1

小計 23

金融
・
保険

上田信用金庫 2
㈱長野銀行 1
長野信用金庫 1
㈱保険見直し本舗 1
松本信用金庫 1
㈱ゆうちょ銀行　信越エリア本部 1

小計 7

宿泊・
飲食サービス

㈱イートアンドホールディングス 1
㈱池の平ホテル＆リゾーツ 1
㈲浦島 1
㈱斎藤ホテル 1

小計 4
生活関連
サービス・
娯楽

㈱カーブスジャパン 1
シンコースポーツ㈱ 1
㈱ルネサンス 1

小計 3

教育
・

学習支援

学校法人信学会 1
埼玉県教育委員会 1
信州大学教育学部附属松本中学校 1
長野県教育委員会 9
新潟県教育委員会 1
北海道教育委員会 1
三重県教育委員会 1
山梨県教育委員会 1

小計 16

医療・福祉

社会医療法人城西医療財団 1
社会医療法人抱生会丸の内病院 1
社会福祉法人サン・ビジョン 1
三島ほうゆう整体院・整骨院 1

小計 4

複合サービス
事業

北魚沼農業協同組合 1
ながの農業協同組合 1
松本ハイランド農業協同組合 2

小計 4

その他の
サービス

宗教法人創価学会 1
㈱スタッフサービス・エンジニアリング 1
セコム山梨㈱ 1
㈱トライトキャリア 1
㈱ビーネックステクノロジーズ 1

小計 5

公務 群馬県警察 1
松本市役所 1

小計 2
就職者合計 87

進学先一覧
進 学 先 計

進学 武蔵野大学 1
計 進学者合計 1

進学先一覧
進 学 先 計

進学
松本大学大学大学院健康科学研究科 4
上越教育大学大学院 1
ACE English Malta 1

計 進学者合計 6

進学先一覧
進 学 先 計

進学 松本大学大学院総合経営研究科 1
計 進学者合計 1

進学先一覧
進 学 先 計

進学 松本大学大学院総合経営研究科 1
計 進学者合計 1

総合経営学科 観光ホスピタリティ学科 健康栄養学科 スポーツ健康学科

（就職者84人／就職希望者86人）

97.7％就職率 96.6％就職率 100.0％就職率 98.9％就職率

（就職者86人／就職希望者89人） （就職者67人／就職希望者67人） （就職者87人／就職希望者88人）

商学科・経営情報学科

97.8％就職率

（就職者182人／就職希望者186人）

学校教育学科

100％就職率

（就職者76人／就職希望者76人）

教員
51名

進学 4名
公務員 5名

その他 2名

企業等
20名

長野県内への就職率（2023年度卒業生）

大　学 短　大

（300人／400人）
県内就職者　 就職者

（164人／182人）
県内就職者　 就職者

変化に対応した就職支援を展開
　就職活動における新型コロナウイルス感染症の影響は一段落つ
き、対面とオンラインによるハイブリッドな就職活動の形が定着し

てきました。学生たちはそのような変化にも柔軟に対応し、真摯に
就職活動に取り組んできました。その結果、大学全体の就職率は
98.2％と昨年度同様に高い数字を維持することができました。
　なお、企業等における採用活動は早期化が進み、学生も早くから
準備が求められるようになっています。本学では、低学年次からの

キャリア面談やインターンシッププログラムなどにより学生のキャ
リア形成の意識醸成に努めておりますが、引き続きさまざまな変
化に対応できる柔軟かつきめ細やかな就職支援に取り組んでまい
ります。

（2023年度全学就職委員長・准教授　今村 篤史）

75.0% 90.1%

2023年度 卒業生の進路

産業分類 就 職 先 計

教育・学習支援

学校法人信学会 1
神奈川県教育委員会 1
埼玉県教育委員会 2
東京都教育委員会 1
長野県教育委員会 10
新潟県教育委員会 3
山梨県教育委員会 2
愛知県教育委員会（臨時） 1
石川県教育委員会（臨時） 1
長野県教育委員会（臨時） 25
北海道教育委員会（臨時） 1
山梨県教育委員会（臨時） 3

小計 51

建設
㈱サンプロ 1
吉川建設㈱ 1

小計 2

製造
㈱サンコー 1
日精樹脂工業㈱ 1
㈲マルヨ 1

小計 3

情報通信
㈱アドヴァンスト・インフォーメイション・デザイン 1
フォレックス㈱ 1

小計 2
運輸・郵便 佐川急便㈱ 1
小計 1

卸売
・
小売

イオンリテール㈱ 1
ウエルシア薬局㈱ 1
岡野薬品㈱ 1
㈱デリシア 1
㈱ニトリ 1
八巧機電設備㈱ 1
㈱ホンダモビリティ北関東 1

小計 7
金融業・保険 ㈱第四北越銀行 1
小計 1

複合サービス事業 上伊那農業協同組合 1
小計 1

その他のサービス
アンダンテ㈱ 1
㈱クオリティライフ・コンシェルジュ 1
㈱TSACE 1

小計 3

公務

上田市役所 1
坂城町役場 1
長野県特別支援学校寄宿舎指導員 1
鳴沢村役場 1
韮崎市役所 1

小計 5
就職者合計 76

産業分類 就 職 先 計

建設

アップルペイント㈱ 1
㈱アルプスピアホーム 1
金澤工業㈱ 2
㈱ＴＯＳＹＳ 1
㈱北條組 1

小計 6

製造

㈱アヅマ 1
㈱栄光製作所 1
㈱エフプラス 1
エムケー精工㈱ 1
㈱荻原製作所 1
カイシン工業㈱ 1
㈱北澤電機製作所 1
㈱キョウデン 1
共立継器㈱ 1
協和ダンボール㈱ 1
㈱小松プレシジョン 1
㈱櫻井甘精堂 1
㈱サンコー 2
山洋電気テクノサービス㈱ 1
㈱城南製作所 1
㈱シンエイ・ハイテック 1
信越明星㈱ 1
伸和コントロールズ㈱ 1
㈱伸和精工 1
セイコーエプソン㈱ 4
㈱ダイシン 1
大和冷機工業㈱ 1
㈱竹内製作所 1
㈱つばくろ電機 1
ＴＰＲ㈱　長野工場 1
㈱ティー・ピー・エス　長野工場 1
ＤＯＷＡパワーデバイス㈱ 1
㈱長野サンヨーフーズ 1
㈱南信精機製作所 1
プレマテック㈱ 1
松代工業㈱ 1
マルヤス機械㈱ 2
明興双葉㈱ 1
大和電機工業㈱ 2
㈱ユカシカド 1
㈱ユニオンプレート 1

小計 42
電気・ガス・熱供給・水道 松本ガス㈱ 1
小計 1

情報通信

アールインタラクティブ㈱ 1
㈱アドヴァンスト・インフォーメイション・デザイン 1
エスエイティーティー㈱ 1
佐久ケーブルテレビ㈱ 1
㈱テレビ松本ケーブルビジョン 1
日本ナレッジ㈱ 1
㈱ロゴス 1

小計 7

運輸・
郵便

サン・フーズ㈱ 1
武川総業㈱ 1
日本郵便㈱　信越支社 1
松本倉庫㈱ 1

小計 4

卸売
・
小売

ウエルシア薬局㈱ 4
㈱越前屋 1
M-TECH 1
㈱おくすりホンポ 1
㈱甲信マツダ 2
㈱国興 2
昭和電機産業㈱ 1
生活協同組合コープながの 1
大北保険薬局事業協同組合 1
㈱ツルヤ 1
㈱デリシア 2
㈱デンセン 1
東都水産㈱ 1
㈱とをしや薬局 1
中日本メディカルリンク㈱ 1
㈱西源 1
㈲林薬局 1
㈱ピーアップ 1
富士フイルムビジネスイノベーションジャパン㈱ 1
㈱穂高自動車 1
㈱マツザワ 2
松本日産自動車㈱ 1
丸井産業㈱ 1
㈱マルニシ 2
㈱マルモ 1

産業分類 就 職 先 計

卸売
・
小売

㈱メガネのナガタ 1
㈲メディネット 1
㈱大和 4
㈱ロイヤルオートサービス 1
㈱ワキタ商会 1

小計 41

金融
・
保険

アルプス中央信用金庫 3
飯田信用金庫 1
㈱MFS 1
㈱長野銀行 1
長野県信用組合 2
長野信用金庫 3
新潟縣信用組合 1
日本銀行　松本支店 1
富国生命保険相互会社　松本支社 2
松本信用金庫 3

小計 18

不動産
・

物品賃貸

㈱アクティオ 2
㈱センデン 1
㈱チンタイバンク 2
㈱ハウスクル 1

小計 6
専門・技術サービス 税理士法人のぞみ 1
小計 1

宿泊・
飲食サービス

アルピコホテルズ㈱ 1
㈱五千尺 1
三夢㈱ 1
㈱サンティア 1
㈱セラヴィリゾート泉郷 1
㈱ドリームホテル 1
㈱星野リゾート 2
㈱星野リゾート・マネジメント 1
ホテル国際２１㈱ 1
㈱マイステイズ・ホテル・マネジメント 1
松本メーヤウ 1
ルートイングループ 1

小計 13
生活関連
サービス・娯楽

㈱fi no 1
深志神社梅風閣 1

小計 2

医療
・
福祉

医療法人社団桐和会 1
㈱ウェルライフ信州 1
おかもとファミリー歯科 1
社会医療法人財団慈泉会相澤病院 3
特定医療法人財団大西会千曲中央病院 1
長野医療生活協同組合長野中央病院 3
にこり歯科 1

小計 11

複合
サービス
事業

あづみ農業協同組合 1
グリーン長野農業協同組合 2
信州諏訪農業協同組合 1
フルーツ山梨農業協同組合 1
松本ハイランド農業協同組合 2

小計 7

その他の
サービス

㈱エイジェック　松本オフィス 14
㈱グローメント 1
㈱ソラスト　長野営業所 1
日本マニュファクチャリングサービス㈱ 1
日本連合警備㈱ 1
パーソルテンプスタッフ㈱　長野オフィス 1
㈱ビーネックステクノロジーズ 1
㈱ブラステック 1

小計 21

公務
安曇野市役所 1
木曽町役場 1

小計 2
就職者合計 182

編入学・進学先一覧
進 学 先 計

編入学
・

進学先

松本大学総合経営学部 7
亜細亜大学経営学部 1
杏林大学総合政策学部 1
国士舘大学経営学部 1
東京経済大学経営学部 1
東京情報大学総合情報学部 1
東洋学園大学現代経営学部 1
アミューズメントメディア総合学院 1
東京すしアカデミー 1

進学者合計 15

進学先一覧
進 学 先 計

進学 上越教育大学大学院 4
計 進学者合計 4
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総合経営学科 観光ホスピタリティ学科 健康栄養学科 スポーツ健康学科

（就職者84人／就職希望者86人）

97.7％就職率 96.6％就職率 100.0％就職率 98.9％就職率

（就職者86人／就職希望者89人） （就職者67人／就職希望者67人） （就職者87人／就職希望者88人）

商学科・経営情報学科

97.8％就職率

（就職者182人／就職希望者186人）

学校教育学科

100％就職率

（就職者76人／就職希望者76人）

教員
51名

進学 4名
公務員 5名

その他 2名

企業等
20名

長野県内への就職率（2023年度卒業生）

大　学 短　大

（300人／400人）
県内就職者　 就職者

（164人／182人）
県内就職者　 就職者

変化に対応した就職支援を展開
　就職活動における新型コロナウイルス感染症の影響は一段落つ
き、対面とオンラインによるハイブリッドな就職活動の形が定着し

てきました。学生たちはそのような変化にも柔軟に対応し、真摯に
就職活動に取り組んできました。その結果、大学全体の就職率は
98.2％と昨年度同様に高い数字を維持することができました。
　なお、企業等における採用活動は早期化が進み、学生も早くから
準備が求められるようになっています。本学では、低学年次からの

キャリア面談やインターンシッププログラムなどにより学生のキャ
リア形成の意識醸成に努めておりますが、引き続きさまざまな変
化に対応できる柔軟かつきめ細やかな就職支援に取り組んでまい
ります。

（2023年度全学就職委員長・准教授　今村 篤史）

75.0% 90.1%

2023年度 卒業生の進路

産業分類 就 職 先 計

建設

㈱エール 1
首都高電気メンテナンス㈱ 1
㈱大和ホーム工業 1
㈱長野技研 1
㈱ヤマウラ 1

小計 5

製造

アルプスシャツ㈱ 1
㈱飯島商店 1
エア・ウォーター・マッハ㈱ 1
オリオン機械㈱ 1
㈱北澤電機製作所 2
共立継器㈱ 2
山洋電気テクノサービス㈱ 2
城北工業㈱ 1
㈱ダイシン 2
太陽工業㈱ 1
㈱ちくま精機 1
東洋技研㈱ 1
長野興農㈱ 1
日本ウォーターシステム㈱ 1
フレックスジャパン㈱ 1

小計 19

電気・ガス・
熱供給・水道

岡谷酸素㈱ 2
㈱サイサン 1
松本ガス㈱ 1

小計 4

情報通信

㈱アドヴァンスト・インフォーメイション・デザイン 1
㈱NTT東日本-関信越 1
㈱システムイオ 1
㈱テクノ情報システム 1
ネクストリンクス㈱ 1

小計 5
運輸・郵便 八方尾根開発㈱ 1
小計 1

卸売
・
小売

アスクホールディングス㈱ 1
㈱アダストリア 1
イオンビッグ㈱ 1
イオンリテール㈱ 1
㈱オーレンジ 1
岡野薬品㈱ 1
㈱小泉 1
㈱甲信マツダ 1
㈱国興 1
昭和企業㈱ 1
昭和電機産業㈱ 1
㈱信毎販売センターふれあいネット 1
㈱ツチハシ 1
㈱ツルヤ 1
㈱デリシア 2
直富商事㈱ 1
長野ダイハツ販売㈱ 3
㈱ファーストリテイリング 1
丸井産業㈱ 1
㈱丸友中部青果 1
㈱本久 1
㈱山二 1
リコージャパン㈱ 2
㈱林友 1
渡辺パイプ㈱ 1
㈱綿半ホームエイド 1

小計 30

金融
・
保険

諏訪信用金庫 2
㈱長野銀行 1
長野信用金庫 1
松本信用金庫 1

小計 5
不動産・
物品賃貸

㈱アクティオ 1
㈱諏訪貸家アパートセンター 1

小計 2

専門・技術サービス ㈱小林会計事務所 2
税理士法人成迫会計事務所 1

小計 3

宿泊・
飲食サービス

アルピコホテルズ㈱ 1
㈱星野リゾート 1
㈱レインズインターナショナル 1

小計 3
生活関連サービス ㈱ダイナム 1
小計 1
教育・
学習支援

学校法人松商学園 1
㈱信州ジャパン 1

小計 2
複合サービス事業 大北農業協同組合 1
小計 1

その他サービス ㈱綜合キャリアオプション 1
小計 1

公務 駒ヶ根市役所 1
長野県警察 1

小計 2
就職者合計 84

産業分類 就 職 先 計

建設
セキスイハイム信越㈱ 2
㈱竹花組 1
㈱マナテック 1

小計 4

製造

㈱ウィズ 1
㈱キョウデン 1
協和ダンボール㈱ 2
鉱研工業㈱ 1
真田ＫＯＡ㈱ 1
山洋電気テクノサービス㈱ 2
㈱シンエイ・ハイテック 1
㈱伸光製作所 1
信州ミルクランド㈱ 1
㈱鈴木 1
㈱竹村製作所 1
㈱ちくま精機 1
㈱デンソーエアクール 1
東洋計器㈱ 1
日本製紙㈱ 1
㈱ポテトデリカ 1
三島光産㈱ 1
㈱山一精工 1

小計 20
電気・ガス・熱供給・水道 岡谷酸素㈱ 1
小計 1

情報通信 ㈱BiS 1
㈱ファーストロジック 1

小計 2

運輸・郵便 中越運送㈱ 1
八方尾根開発㈱ 1

小計 2

卸売
・
小売

アズサイエンス㈱ 1
㈱国興 2
生活協同組合コープながの 1
㈱タカサワ 1
㈱ツルヤ 1
長野板販㈱ 1
長野ダイハツ販売㈱ 1
長野日産自動車㈱ 1
ブリヂストンタイヤ長野販売㈱ 1
松本日産自動車㈱ 1
㈱本久 1
リコージャパン㈱ 2

小計 14

金融・保険
諏訪信用金庫 1
長野県労働金庫 2
松本信用金庫 3

小計 6

不動産・物品賃貸 ㈱サニクリーン甲信越 2
㈱諏訪貸家アパートセンター 1

小計 3
宿泊・飲食サービス 日本スキー場開発㈱ 1
小計 1

生活関連
サービス

㈱太田屋 1
共和観光㈱ 1
ＴＢＣグループ㈱ 1
㈱日本橋夢屋 1
㈱プライムコンセプト 1
㈱ミュゼプラチナム 1

小計 6

教育・
学習支援

長野県教育委員会 2
㈱日本教育システム研究所 1
NOVAホールディングス㈱ 1

小計 4

医療・福祉

ＮＰＯ法人アルウィズ　デイホーム楓 1
エフビー介護サービス㈱ 1
社会福祉法人敬老園 1
社会福祉法人塩尻市社会福祉協議会 1
社会福祉法人下諏訪町社会福祉協議会 1
社会医療法人中信勤労者医療協会松本協立病院 1
社会福祉法人長野県社会福祉事業団 1
独立行政法人国立病院機構東長野病院 1
長野県国民健康保険団体連合会 1

小計 9
複合サービス
事業

あづみ農業協同組合 2
ながの農業協同組合 1

小計 3

その他の
サービス

㈱医師のとも 1
㈱ウィルオブ・ワーク 1
㈱エイジェック　松本オフィス 1
㈱フロンティア・スピリット 1

小計 4

公務

安曇野市役所 1
池田町役場 1
軽井沢町役場 1
木曽町役場 1
長野県警察 1
松本市役所 1
山形村役場 1

小計 7
就職者合計 86

産業分類 就 職 先 計

製造

信州ハム㈱ 1
信州ビバレッジ㈱ 2
㈱スギムラ精工 1
セントラルパック㈱ 1
㈱デイリーはやしや 1
㈱ナガノトマト 1
日本電熱㈱ 1

小計 8

卸売
・
小売

㈱STIフードホールディングス 1
エステールホールディングス㈱ 1
㈱カワチ薬品 1
㈱コウズケヤ 2
㈱タック 1
㈱ツルヤ 1
デイリーフーズ長野販売㈱ 1
長野板販㈱ 1
ブリヂストンタイヤ長野販売㈱ 1
㈱モリキ 1
㈱八幡屋礒五郎 1
㈱リカーマウンテン 1

小計 13
金融・保険 富国生命保険相互会社　松本支社 1
小計 1

宿泊・飲食サービス ㈱池の平ホテル＆リゾーツ 1
小計 1

生活関連
サービス
・
娯楽

㈱グリーンハウス 1
コンパスグループ・ジャパン㈱ 1
シダックス㈱ 1
ナフス㈱ 1
日清医療食品㈱　中部支店 3
日清医療食品㈱　名古屋支店 1
日本ゼネラルフード㈱ 1
富士産業㈱　長野事業部 2
㈱ミールケア 1
㈱LEOC 1

小計 13

医療・福祉

㈱あしたばマインド 1
あづみのうえはらおとなこども歯科医院 1
医療法人紀隆会とどろき歯科医院 1
医療法人銀門会甲州リハビリテーション病院 1
医療法人慶友会城東病院 1
医療法人研成会諏訪湖畔病院 1
医療法人社団敬仁会桔梗ヶ原病院 1
医療法人社団美心会黒沢病院 1
㈱ウェルライフ信州 1
社会医療法人栗山会飯田病院 1
社会医療法人財団慈泉会相澤病院 1
社会医療法人抱生会丸の内病院 1
社会福祉法人上田明照会 1
社会福祉法人光和福祉会 1
社会福祉法人坂城福祉会 1
社会福祉法人佐久福寿園 1
社会福祉法人平成会 1
社会福祉法人法延会 2
社会福祉法人北養会 1
社会福祉法人ゆうゆう 1
社会福祉法人れんげ福祉会 2
特定医療法人楽山会三島病院 1
長野県厚生農業協同組合連合会医療センターあづみ病院 1
長野県厚生農業協同組合連合会下伊那厚生病院 1

小計 26

公務

自衛隊長野地方協力本部 1
松塩筑木曽老人福祉施設組合 1
高山村役場 1
北杜市立塩川病院 1
松本市役所 1

小計 5
就職者合計 67

産業分類 就 職 先 計

建設
㈱岩野商会 1
㈱サンプロ 1
㈱マナテック 2

小計 4

製造

アート金属工業㈱ 1
㈱青木固研究所 1
上松電子㈱ 1
㈱キッツメタルワークス 1
CREST PRECISION㈱ 1
㈱ディスコ 1
㈱長野サンヨーフーズ 1
日本食研㈱ 1
富士電機パワーセミコンダクタ㈱ 1
㈱ペヤングホールディングス 1
大和電機工業㈱ 1

小計 11
電気・ガス・熱供給・水道 サンリン㈱ 1
小計 1

情報通信
㈱アドヴァンスト・インフォーメイション・デザイン 1
NTTデータカスタマーサービス㈱ 1
㈱求人ジャーナル 1

小計 3

卸売
・
小売

ウエルシア薬局㈱ 2
㈱エラン 3
岡野薬品㈱ 1
㈱クスリのアオキ 1
㈱ケーユーホールディングス 1
昭和電機産業㈱ 1
㈱立石コーポレーシヨン 2
長野日産自動車㈱ 2
ネッツトヨタ新潟㈱ 1
㈱マルニシ 1
丸文通商㈱ 2
㈱本久 2
㈱ヨコハマタイヤジャパン 2
㈱ロイヤルオートサービス 1
渡辺パイプ㈱ 1

小計 23

金融
・
保険

上田信用金庫 2
㈱長野銀行 1
長野信用金庫 1
㈱保険見直し本舗 1
松本信用金庫 1
㈱ゆうちょ銀行　信越エリア本部 1

小計 7

宿泊・
飲食サービス

㈱イートアンドホールディングス 1
㈱池の平ホテル＆リゾーツ 1
㈲浦島 1
㈱斎藤ホテル 1

小計 4
生活関連
サービス・
娯楽

㈱カーブスジャパン 1
シンコースポーツ㈱ 1
㈱ルネサンス 1

小計 3

教育
・

学習支援

学校法人信学会 1
埼玉県教育委員会 1
信州大学教育学部附属松本中学校 1
長野県教育委員会 9
新潟県教育委員会 1
北海道教育委員会 1
三重県教育委員会 1
山梨県教育委員会 1

小計 16

医療・福祉

社会医療法人城西医療財団 1
社会医療法人抱生会丸の内病院 1
社会福祉法人サン・ビジョン 1
三島ほうゆう整体院・整骨院 1

小計 4

複合サービス
事業

北魚沼農業協同組合 1
ながの農業協同組合 1
松本ハイランド農業協同組合 2

小計 4

その他の
サービス

宗教法人創価学会 1
㈱スタッフサービス・エンジニアリング 1
セコム山梨㈱ 1
㈱トライトキャリア 1
㈱ビーネックステクノロジーズ 1

小計 5

公務 群馬県警察 1
松本市役所 1

小計 2
就職者合計 87

進学先一覧
進 学 先 計

進学 武蔵野大学 1
計 進学者合計 1

進学先一覧
進 学 先 計

進学
松本大学大学大学院健康科学研究科 4
上越教育大学大学院 1
ACE English Malta 1

計 進学者合計 6

進学先一覧
進 学 先 計

進学 松本大学大学院総合経営研究科 1
計 進学者合計 1

進学先一覧
進 学 先 計

進学 松本大学大学院総合経営研究科 1
計 進学者合計 1

総合経営学科 観光ホスピタリティ学科 健康栄養学科 スポーツ健康学科

（就職者84人／就職希望者86人）

97.7％就職率 96.6％就職率 100.0％就職率 98.9％就職率

（就職者86人／就職希望者89人） （就職者67人／就職希望者67人） （就職者87人／就職希望者88人）

商学科・経営情報学科

97.8％就職率

（就職者182人／就職希望者186人）

学校教育学科

100％就職率

（就職者76人／就職希望者76人）

教員
51名

進学 4名
公務員 5名

その他 2名

企業等
20名

長野県内への就職率（2023年度卒業生）

大　学 短　大

（300人／400人）
県内就職者　 就職者

（164人／182人）
県内就職者　 就職者

変化に対応した就職支援を展開
　就職活動における新型コロナウイルス感染症の影響は一段落つ
き、対面とオンラインによるハイブリッドな就職活動の形が定着し

てきました。学生たちはそのような変化にも柔軟に対応し、真摯に
就職活動に取り組んできました。その結果、大学全体の就職率は
98.2％と昨年度同様に高い数字を維持することができました。
　なお、企業等における採用活動は早期化が進み、学生も早くから
準備が求められるようになっています。本学では、低学年次からの

キャリア面談やインターンシッププログラムなどにより学生のキャ
リア形成の意識醸成に努めておりますが、引き続きさまざまな変
化に対応できる柔軟かつきめ細やかな就職支援に取り組んでまい
ります。

（2023年度全学就職委員長・准教授　今村 篤史）

75.0% 90.1%

2023年度 卒業生の進路

産業分類 就 職 先 計

教育・学習支援

学校法人信学会 1
神奈川県教育委員会 1
埼玉県教育委員会 2
東京都教育委員会 1
長野県教育委員会 10
新潟県教育委員会 3
山梨県教育委員会 2
愛知県教育委員会（臨時） 1
石川県教育委員会（臨時） 1
長野県教育委員会（臨時） 25
北海道教育委員会（臨時） 1
山梨県教育委員会（臨時） 3

小計 51

建設
㈱サンプロ 1
吉川建設㈱ 1

小計 2

製造
㈱サンコー 1
日精樹脂工業㈱ 1
㈲マルヨ 1

小計 3

情報通信
㈱アドヴァンスト・インフォーメイション・デザイン 1
フォレックス㈱ 1

小計 2
運輸・郵便 佐川急便㈱ 1
小計 1

卸売
・
小売

イオンリテール㈱ 1
ウエルシア薬局㈱ 1
岡野薬品㈱ 1
㈱デリシア 1
㈱ニトリ 1
八巧機電設備㈱ 1
㈱ホンダモビリティ北関東 1

小計 7
金融業・保険 ㈱第四北越銀行 1
小計 1

複合サービス事業 上伊那農業協同組合 1
小計 1

その他のサービス
アンダンテ㈱ 1
㈱クオリティライフ・コンシェルジュ 1
㈱TSACE 1

小計 3

公務

上田市役所 1
坂城町役場 1
長野県特別支援学校寄宿舎指導員 1
鳴沢村役場 1
韮崎市役所 1

小計 5
就職者合計 76

産業分類 就 職 先 計

建設

アップルペイント㈱ 1
㈱アルプスピアホーム 1
金澤工業㈱ 2
㈱ＴＯＳＹＳ 1
㈱北條組 1

小計 6

製造

㈱アヅマ 1
㈱栄光製作所 1
㈱エフプラス 1
エムケー精工㈱ 1
㈱荻原製作所 1
カイシン工業㈱ 1
㈱北澤電機製作所 1
㈱キョウデン 1
共立継器㈱ 1
協和ダンボール㈱ 1
㈱小松プレシジョン 1
㈱櫻井甘精堂 1
㈱サンコー 2
山洋電気テクノサービス㈱ 1
㈱城南製作所 1
㈱シンエイ・ハイテック 1
信越明星㈱ 1
伸和コントロールズ㈱ 1
㈱伸和精工 1
セイコーエプソン㈱ 4
㈱ダイシン 1
大和冷機工業㈱ 1
㈱竹内製作所 1
㈱つばくろ電機 1
ＴＰＲ㈱　長野工場 1
㈱ティー・ピー・エス　長野工場 1
ＤＯＷＡパワーデバイス㈱ 1
㈱長野サンヨーフーズ 1
㈱南信精機製作所 1
プレマテック㈱ 1
松代工業㈱ 1
マルヤス機械㈱ 2
明興双葉㈱ 1
大和電機工業㈱ 2
㈱ユカシカド 1
㈱ユニオンプレート 1

小計 42
電気・ガス・熱供給・水道 松本ガス㈱ 1
小計 1

情報通信

アールインタラクティブ㈱ 1
㈱アドヴァンスト・インフォーメイション・デザイン 1
エスエイティーティー㈱ 1
佐久ケーブルテレビ㈱ 1
㈱テレビ松本ケーブルビジョン 1
日本ナレッジ㈱ 1
㈱ロゴス 1

小計 7

運輸・
郵便

サン・フーズ㈱ 1
武川総業㈱ 1
日本郵便㈱　信越支社 1
松本倉庫㈱ 1

小計 4

卸売
・
小売

ウエルシア薬局㈱ 4
㈱越前屋 1
M-TECH 1
㈱おくすりホンポ 1
㈱甲信マツダ 2
㈱国興 2
昭和電機産業㈱ 1
生活協同組合コープながの 1
大北保険薬局事業協同組合 1
㈱ツルヤ 1
㈱デリシア 2
㈱デンセン 1
東都水産㈱ 1
㈱とをしや薬局 1
中日本メディカルリンク㈱ 1
㈱西源 1
㈲林薬局 1
㈱ピーアップ 1
富士フイルムビジネスイノベーションジャパン㈱ 1
㈱穂高自動車 1
㈱マツザワ 2
松本日産自動車㈱ 1
丸井産業㈱ 1
㈱マルニシ 2
㈱マルモ 1

産業分類 就 職 先 計

卸売
・
小売

㈱メガネのナガタ 1
㈲メディネット 1
㈱大和 4
㈱ロイヤルオートサービス 1
㈱ワキタ商会 1

小計 41

金融
・
保険

アルプス中央信用金庫 3
飯田信用金庫 1
㈱MFS 1
㈱長野銀行 1
長野県信用組合 2
長野信用金庫 3
新潟縣信用組合 1
日本銀行　松本支店 1
富国生命保険相互会社　松本支社 2
松本信用金庫 3

小計 18

不動産
・

物品賃貸

㈱アクティオ 2
㈱センデン 1
㈱チンタイバンク 2
㈱ハウスクル 1

小計 6
専門・技術サービス 税理士法人のぞみ 1
小計 1

宿泊・
飲食サービス

アルピコホテルズ㈱ 1
㈱五千尺 1
三夢㈱ 1
㈱サンティア 1
㈱セラヴィリゾート泉郷 1
㈱ドリームホテル 1
㈱星野リゾート 2
㈱星野リゾート・マネジメント 1
ホテル国際２１㈱ 1
㈱マイステイズ・ホテル・マネジメント 1
松本メーヤウ 1
ルートイングループ 1

小計 13
生活関連
サービス・娯楽

㈱fi no 1
深志神社梅風閣 1

小計 2

医療
・
福祉

医療法人社団桐和会 1
㈱ウェルライフ信州 1
おかもとファミリー歯科 1
社会医療法人財団慈泉会相澤病院 3
特定医療法人財団大西会千曲中央病院 1
長野医療生活協同組合長野中央病院 3
にこり歯科 1

小計 11

複合
サービス
事業

あづみ農業協同組合 1
グリーン長野農業協同組合 2
信州諏訪農業協同組合 1
フルーツ山梨農業協同組合 1
松本ハイランド農業協同組合 2

小計 7

その他の
サービス

㈱エイジェック　松本オフィス 14
㈱グローメント 1
㈱ソラスト　長野営業所 1
日本マニュファクチャリングサービス㈱ 1
日本連合警備㈱ 1
パーソルテンプスタッフ㈱　長野オフィス 1
㈱ビーネックステクノロジーズ 1
㈱ブラステック 1

小計 21

公務
安曇野市役所 1
木曽町役場 1

小計 2
就職者合計 182

編入学・進学先一覧
進 学 先 計

編入学
・

進学先

松本大学総合経営学部 7
亜細亜大学経営学部 1
杏林大学総合政策学部 1
国士舘大学経営学部 1
東京経済大学経営学部 1
東京情報大学総合情報学部 1
東洋学園大学現代経営学部 1
アミューズメントメディア総合学院 1
東京すしアカデミー 1

進学者合計 15

進学先一覧
進 学 先 計

進学 上越教育大学大学院 4
計 進学者合計 4
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　総合経営学科では、昨年度（2023年）の重点地域連携事業として、１年生を中心に松本広域連合
様と共同で、新しい観光周遊プランの策定を進めてきました。松本広域連合は、松本市・塩尻市・安曇
野市・麻績村・生坂村・山形村・朝日村・筑北村から成る行政組織の連合体です。2024年度に広域連合
観光ガイドマップを更新するにあたり、同連合福祉・地域課ふるさと担当の高野貴史係長と大和健司
主事の多大なる御支援の下で、この間総合経営学科1年の学生と実地調査や資料調査等を進めて
まいりました。各種調査活動を経て作成した周遊プランは、昨年10月に松本市長をはじめ、域内各
市村長の前でプレゼン発表をし、その後の調整を経て、この度完成するに至りました。この周遊プラ
ンを盛り込んだ新しい観光ガイドマップは、今後は関東や関西、東海地域の主な観光案内所で配布さ
れることとなっており、多くの来訪者が域内の素晴らしい風景や名所、レジャー施設等を楽しんで頂
けることを期待しています（今後のオープンキャンパスでも、観光ガイドマップを配布する予定です）。
　本年度の協働事業は、3年生を中心に、広域連合の観光ナビゲートキャラクター「はっち」を
使ったPR活動を考案しており、地域連携を通じた社会貢献を実践すべく、学生が日々頑張って
います。 （総合経営学科 専任講師 岡﨑 滋樹）

地域連携事業

総合経営学科 ―新しい「観光ガイドマップ」が完成

地域づくり考房『ゆめ』

　4月８日、コミュニティ喫茶「珈琲ひまわり」が新村地区にオープンしました。長年にわたり地域の方々と
の交流を続けてきた考房『ゆめ』の学生達が、新たな交流の場を求めて、地元住民のみなさんと共同で空
き店舗を活用して始めた喫茶です。月２回程度をめどに開催していますが、各メディアでも取り上げられ、
回数を重ねるたびに毎回各方面から新しいお客様も訪れるようになっています。店内では珈琲を中心に、
時にはうどんや蕎麦などのメニューを加えて、お茶を楽しみながらホットな話題に花が咲いています。学生
たちは、どのようなおもてなしが必要かを検討しながら、メニューからディスプレイやBGM、看板、地域の
名店カレーの販売まで毎回工夫をこらした居場所づくりを行っています。お年寄り、子育て中のお母さん、
企業の方、時にはふらっと立ち寄った観光客まで、年齢や立場を超えた空間でお客様と学生との交流が始
まっています。地域のコミュニティと多様性を尊重しながら始まった喫茶の取り組みですが、参加した学生
たちは運営の中からたくさんの「学び」を発見しています。「珈琲ひまわり」は、これからも「知識」を「実践」
に変える学生達の成長の場として交流活動を続けていきます。まだ来店されていない方々も開催日を地
域づくり考房『ゆめ』に確認して、ぜひお立ち寄りください。 （地域づくり考房『ゆめ』専門員　大野 整）

交流の輪をひろげる「珈琲ひまわり」がオープン

地域健康支援ステーション

　本学と原村は2018年に包括連携協定を締結して以降、6年にわたって、村民の皆様へ向けた運動講
座や栄養講座などを開催してきております。
　今回は年4回にわたって開催される「春夏秋冬健康チャレンジプロジェクト」のうち、春のさわやか運
動教室を実施しました。参加者の多くは地区の保健補導員の方で、お子さん連れの方からご年配の方ま
で約50名、幅広い世代の方にご参加いただきました。
　今回の教室はウォーキングをメインとした内容で、歩く際に意識していただきたいポイントなど、実際
に身体を動かしながらお伝えしました。また、レクリエーションなども取り入れることで、楽しくご参加い
ただけたと感じています。教室の最後には「良い天気の中歩くことができて気持ち良かった」や「屋外で
体を動かすことができてリフレッシュできた」といったお声をいただくことができました。
　つい自己流になってしまいがちなウォーキングフォームだからこそ、効果的に歩くポイントを知り、身
につけていくことは非常に重要です。人生120年時代、いつまでも自分の足で歩くことができるよう、引
き続きサポートさせていただきます。 （地域健康支援ステーション 健康運動指導士 水野 綾子）

高原の豊かな自然の中でウォーキング教室を開催しました

松本広域連合
HP

信州・松本エリア
観光ナビゲートサイト
「まつもトコトコ」

朝日村「クラフト体験館」での実地調査

松本広域連合・観光ナビゲート
キャラクター「はっち」

区　分 実施
回数 学部 受験

者数
合格
者数 合格率％

日商簿記検定試験

１　級 年3回
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

２　級 年３回
短大部 20 1 5.0%
学　部 10 6 60.0%

３　級 年３回
短大部 157 82 52.2%
学　部 23 9 39.1%

全経簿記検定試験

１級総合 年4回
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

１級会計 年4回
短大部 15 6 40.0%
学　部 0 0 0.0%

１級工簿 年4回
短大部 3 2 66.7%
学　部 0 0 0.0%

２級商業 年4回
短大部 30 18 60.0%
学　部 0 0 0.0%

２級工簿 年4回
短大部 22 20 90.9%
学　部 0 0 0.0%

３　級 年4回
短大部 127 93 73.2%
学　部 0 0 0.0%

ＩＴパスポート

年２回
短大部 － 0 －
学　部 － 2 －

情報処理技能(表計算)検定試験

初　段 年４回
短大部 11 8 72.7%
学　部 0 0 0.0%

１　級 年４回
短大部 93 62 66.7%
学　部 45 34 75.6%

２　級 年４回
短大部 105 92 87.6%
学　部 104 101 97.1%

３　級 年４回
短大部 34 30 88.2%
学　部 1 0 0.0%

情報処理技能(データベース)検定試験

１　級 年４回
短大部 5 5 100.0%
学　部 0 0 0.0%

２　級 年４回
短大部 57 53 93.0%
学　部 0 0 0.0%

３　級 年４回
短大部 17 14 82.4%
学　部 0 0 0.0%

文書デザイン検定試験

１　級 年４回
短大部 44 36 81.8%
学　部 0 0 0.0%

２　級 年４回
短大部 8 8 100.0%
学　部 0 0 0.0%

ホームページ作成検定

１　級 年４回
短大部 114 84 73.7%
学　部 18 17 94.4%

２　級 年４回
短大部 2 1 50.0%
学　部 7 7 100.0%

日本語ワープロ検定試験

初　段 年４回
短大部 0 0 0.0%
学　部 0 0 0.0%

１　級 年４回
短大部 17 10 58.8%
学　部 1 0 0.0%

準１級 年４回
短大部 22 9 40.9%
学　部 0 0 0.0%

２　級 年４回
短大部 45 23 51.1%
学　部 18 6 33.3%

準２級 年４回
短大部 18 14 77.8%
学　部 38 26 68.4%

３　級 年４回
短大部 32 26 81.3%
学　部 13 11 84.6%

プレゼンテーション作成検定試験

１　級 年４回
短大部 0 0 0.0%
学　部 1 0 0.0%

２　級 年４回
短大部 0 0 0.0%
学　部 6 5 83.3%

Microsoft Offi  ce Specialist

Word
短大部 24 24 100.0%
学　部 － 0 －

Excel
短大部 44 43 97.7%
学　部 1 1 100.0%

Powerpoint
短大部 41 40 97.6%
学　部 － 0 －

区　分 実施
回数 学部 受験

者数
合格
者数 合格率％

ビジネス実務マナー検定

3　級 年２回
短大部 109 60 55.0%
学　部 0 0 0.0%

ビジネス文書検定試験

２　級 年２回
短大部 3 1 33.3%
学　部 1 1 100.0%

３　級 年２回
短大部 0 0 0.0%
学　部 0 0 0.0%

サービス接遇検定試験

2　級 年２回
短大部 0 0 0.0%
学　部 2 2 100.0%
色彩検定試験

２　級 年２回
短大部 0 0 0.0%
学　部 1 1 100.0%

３　級 年２回
短大部 8 7 87.5%
学　部 1 1 100.0%

調剤薬局コンピュータ修了試験

年1回
短大部 31 31 100.0%
学　部 2 2 100.0%

調剤薬局事務検定試験

年1回
短大部 42 31 73.8%
学　部 2 2 100.0%

保険請求事務技能検定試験『歯科』

年1回
短大部 32 30 93.8%
学　部 0 0 0.0%

医療事務コンピュータ能力技能検定試験

年1回
短大部 33 33 100.0%
学　部 0 0 0.0%

福祉住環境コーディネーター

３　級 年1回
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

介護職員初任者研修（旧ホームヘルパー）

年１回
短大部 － 0 －
学　部 － 20 －

医療事務検定試験

年12回
短大部 38 38 100.0%
学　部 0 0 0.0%

レセプト点検業務技能検定試験

年12回
短大部 33 33 100.0%
学　部 0 0 0.0%

ファイナンシャル・プランニング

２級総合 年３回
短大部 － 1 －
学　部 － 2 －

２級学科 年３回
短大部 1 1 100.0%
学　部 10 3 30.0%

２級実技 年３回
短大部 1 1 100.0%
学　部 4 2 50.0%

３級総合 年３回
短大部 － 9 －
学　部 － 18 －

３級学科 年３回
短大部 43 14 32.6%
学　部 39 22 56.4%

３級実技 年３回
短大部 47 11 23.4%
学　部 39 22 56.4%

宅地建物取引主任者
学　部 － 1 －
証券外務員

一種
短大部 － 4 －
学　部 － 1 －

二種
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

総合旅行業務取扱管理者試験

年1回
短大部 － 0 －
学　部 － 1 －

国内旅行業務取扱管理者試験

年１回
短大部 － 0 －
学　部 － 21 －

販売士検定試験

１　級 随時
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

２　級 随時
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

３　級 随時
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

区　分 実施
回数 学部 受験

者数
合格
者数 合格率％

第一種衛生管理者
学　部 － 104 －

健康運動指導士
年3回 学　部 15 12 80.0%
健康運動実践指導者

年１回 学　部 20 16 80.0%
レクリエーション・インストラクター

学　部 － 0 －
レクリエーション・コーディネーター
年１回 学　部 0 0 0.0%

スポーツ・レクリエーション指導者
学　部 － 0 －

スポーツ指導者
学　部 － 2 －

自然体験活動（ＮＥＡＬ）指導者
学　部 － 47 －

フードスペシャリスト
年１回 学　部 31 29 93.5%

専門フードスペシャリスト（食品開発）資格
年１回 学　部 9 1 11.1%

専門フードスペシャリスト（食品流通・サービス）資格
年１回 学　部 9 2 22.2%

管理栄養士
年１回 学　部 58 40 69.0%

栄養士
学　部 － 67 －

食品衛生管理者・食品衛生監視員
学　部 － 18 －

フードコーディネーター
学　部 － 19 －

健康食品管理士
年２回 学部 3 2 66.7%

ＨＡＣＣＰ管理者
学　部 － 17 －
高等学校教諭

一種（公民） 学　部 － 2 －
一種（地理歴史） 学　部 － 0 －
一種（情報） 学　部 － 2 －
一種（商業） 学　部 － 2 －
一種（英語） 学　部 － 4 －
一種（保健体育） 学　部 － 19 －
一種（保健） 学　部 － 4 －

中学校教諭
一種（社会） 学　部 － 3 －
一種（保健体育） 学　部 － 19 －
一種（保健） 学　部 － 4 －
一種（英語） 学　部 － 4 －
二種（社会） 学　部 － 6 －
二種（保健体育） 学　部 － 0 －

小学校教諭
一　種 学　部 － 81 －
二　種 学　部 － 4 －

特別支援学校教諭
一種（知・肢・病） 学　部 － 25 －

養護教諭
一　種 学　部 － 5 －

栄養教諭
一　種 学　部 － 4 －

司書教諭
学　部 － 6 －
社会福祉士

年１回 学　部 14 9 64.3%
学芸員
学　部 － 5 －

産業カウンセラー
学　部 2 1 50.0%
防災士

年１回 学　部 － 61 －
社会教育士
学　部 － 20 －
図書館司書
短大部 － 18 －
学　部 － 6 －

　本学では、さまざまな技能検定試験や資格取得試験をサポートしています。各学科のカリキュラムによ
り、受験または資格取得となる専門的な資格も多数あり、学生たちも積極的にチャレンジしています。資格
取得がゴールではなく、身につけた知識やスキルを生かして、地域社会で活躍できる人材に成長してもらい
たいと考えています。

2023年度 各種検定試験及び資格取得試験の受験状況

※外部試験については応募者数・受験者数不明のため「－」とし、自己申請による合格者数のみ記載しています。
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　総合経営学科では、昨年度（2023年）の重点地域連携事業として、１年生を中心に松本広域連合
様と共同で、新しい観光周遊プランの策定を進めてきました。松本広域連合は、松本市・塩尻市・安曇
野市・麻績村・生坂村・山形村・朝日村・筑北村から成る行政組織の連合体です。2024年度に広域連合
観光ガイドマップを更新するにあたり、同連合福祉・地域課ふるさと担当の高野貴史係長と大和健司
主事の多大なる御支援の下で、この間総合経営学科1年の学生と実地調査や資料調査等を進めて
まいりました。各種調査活動を経て作成した周遊プランは、昨年10月に松本市長をはじめ、域内各
市村長の前でプレゼン発表をし、その後の調整を経て、この度完成するに至りました。この周遊プラ
ンを盛り込んだ新しい観光ガイドマップは、今後は関東や関西、東海地域の主な観光案内所で配布さ
れることとなっており、多くの来訪者が域内の素晴らしい風景や名所、レジャー施設等を楽しんで頂
けることを期待しています（今後のオープンキャンパスでも、観光ガイドマップを配布する予定です）。
　本年度の協働事業は、3年生を中心に、広域連合の観光ナビゲートキャラクター「はっち」を
使ったPR活動を考案しており、地域連携を通じた社会貢献を実践すべく、学生が日々頑張って
います。 （総合経営学科 専任講師 岡﨑 滋樹）

地域連携事業

総合経営学科 ―新しい「観光ガイドマップ」が完成

地域づくり考房『ゆめ』

　4月８日、コミュニティ喫茶「珈琲ひまわり」が新村地区にオープンしました。長年にわたり地域の方々と
の交流を続けてきた考房『ゆめ』の学生達が、新たな交流の場を求めて、地元住民のみなさんと共同で空
き店舗を活用して始めた喫茶です。月２回程度をめどに開催していますが、各メディアでも取り上げられ、
回数を重ねるたびに毎回各方面から新しいお客様も訪れるようになっています。店内では珈琲を中心に、
時にはうどんや蕎麦などのメニューを加えて、お茶を楽しみながらホットな話題に花が咲いています。学生
たちは、どのようなおもてなしが必要かを検討しながら、メニューからディスプレイやBGM、看板、地域の
名店カレーの販売まで毎回工夫をこらした居場所づくりを行っています。お年寄り、子育て中のお母さん、
企業の方、時にはふらっと立ち寄った観光客まで、年齢や立場を超えた空間でお客様と学生との交流が始
まっています。地域のコミュニティと多様性を尊重しながら始まった喫茶の取り組みですが、参加した学生
たちは運営の中からたくさんの「学び」を発見しています。「珈琲ひまわり」は、これからも「知識」を「実践」
に変える学生達の成長の場として交流活動を続けていきます。まだ来店されていない方々も開催日を地
域づくり考房『ゆめ』に確認して、ぜひお立ち寄りください。 （地域づくり考房『ゆめ』専門員　大野 整）

交流の輪をひろげる「珈琲ひまわり」がオープン

地域健康支援ステーション

　本学と原村は2018年に包括連携協定を締結して以降、6年にわたって、村民の皆様へ向けた運動講
座や栄養講座などを開催してきております。
　今回は年4回にわたって開催される「春夏秋冬健康チャレンジプロジェクト」のうち、春のさわやか運
動教室を実施しました。参加者の多くは地区の保健補導員の方で、お子さん連れの方からご年配の方ま
で約50名、幅広い世代の方にご参加いただきました。
　今回の教室はウォーキングをメインとした内容で、歩く際に意識していただきたいポイントなど、実際
に身体を動かしながらお伝えしました。また、レクリエーションなども取り入れることで、楽しくご参加い
ただけたと感じています。教室の最後には「良い天気の中歩くことができて気持ち良かった」や「屋外で
体を動かすことができてリフレッシュできた」といったお声をいただくことができました。
　つい自己流になってしまいがちなウォーキングフォームだからこそ、効果的に歩くポイントを知り、身
につけていくことは非常に重要です。人生120年時代、いつまでも自分の足で歩くことができるよう、引
き続きサポートさせていただきます。 （地域健康支援ステーション 健康運動指導士 水野 綾子）

高原の豊かな自然の中でウォーキング教室を開催しました

松本広域連合
HP

信州・松本エリア
観光ナビゲートサイト
「まつもトコトコ」

朝日村「クラフト体験館」での実地調査

松本広域連合・観光ナビゲート
キャラクター「はっち」

区　分 実施
回数 学部 受験

者数
合格
者数 合格率％

日商簿記検定試験

１　級 年3回
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

２　級 年３回
短大部 20 1 5.0%
学　部 10 6 60.0%

３　級 年３回
短大部 157 82 52.2%
学　部 23 9 39.1%

全経簿記検定試験

１級総合 年4回
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

１級会計 年4回
短大部 15 6 40.0%
学　部 0 0 0.0%

１級工簿 年4回
短大部 3 2 66.7%
学　部 0 0 0.0%

２級商業 年4回
短大部 30 18 60.0%
学　部 0 0 0.0%

２級工簿 年4回
短大部 22 20 90.9%
学　部 0 0 0.0%

３　級 年4回
短大部 127 93 73.2%
学　部 0 0 0.0%

ＩＴパスポート

年２回
短大部 － 0 －
学　部 － 2 －

情報処理技能(表計算)検定試験

初　段 年４回
短大部 11 8 72.7%
学　部 0 0 0.0%

１　級 年４回
短大部 93 62 66.7%
学　部 45 34 75.6%

２　級 年４回
短大部 105 92 87.6%
学　部 104 101 97.1%

３　級 年４回
短大部 34 30 88.2%
学　部 1 0 0.0%

情報処理技能(データベース)検定試験

１　級 年４回
短大部 5 5 100.0%
学　部 0 0 0.0%

２　級 年４回
短大部 57 53 93.0%
学　部 0 0 0.0%

３　級 年４回
短大部 17 14 82.4%
学　部 0 0 0.0%

文書デザイン検定試験

１　級 年４回
短大部 44 36 81.8%
学　部 0 0 0.0%

２　級 年４回
短大部 8 8 100.0%
学　部 0 0 0.0%

ホームページ作成検定

１　級 年４回
短大部 114 84 73.7%
学　部 18 17 94.4%

２　級 年４回
短大部 2 1 50.0%
学　部 7 7 100.0%

日本語ワープロ検定試験

初　段 年４回
短大部 0 0 0.0%
学　部 0 0 0.0%

１　級 年４回
短大部 17 10 58.8%
学　部 1 0 0.0%

準１級 年４回
短大部 22 9 40.9%
学　部 0 0 0.0%

２　級 年４回
短大部 45 23 51.1%
学　部 18 6 33.3%

準２級 年４回
短大部 18 14 77.8%
学　部 38 26 68.4%

３　級 年４回
短大部 32 26 81.3%
学　部 13 11 84.6%

プレゼンテーション作成検定試験

１　級 年４回
短大部 0 0 0.0%
学　部 1 0 0.0%

２　級 年４回
短大部 0 0 0.0%
学　部 6 5 83.3%

Microsoft Offi  ce Specialist

Word
短大部 24 24 100.0%
学　部 － 0 －

Excel
短大部 44 43 97.7%
学　部 1 1 100.0%

Powerpoint
短大部 41 40 97.6%
学　部 － 0 －

区　分 実施
回数 学部 受験

者数
合格
者数 合格率％

ビジネス実務マナー検定

3　級 年２回
短大部 109 60 55.0%
学　部 0 0 0.0%

ビジネス文書検定試験

２　級 年２回
短大部 3 1 33.3%
学　部 1 1 100.0%

３　級 年２回
短大部 0 0 0.0%
学　部 0 0 0.0%

サービス接遇検定試験

2　級 年２回
短大部 0 0 0.0%
学　部 2 2 100.0%
色彩検定試験

２　級 年２回
短大部 0 0 0.0%
学　部 1 1 100.0%

３　級 年２回
短大部 8 7 87.5%
学　部 1 1 100.0%

調剤薬局コンピュータ修了試験

年1回
短大部 31 31 100.0%
学　部 2 2 100.0%

調剤薬局事務検定試験

年1回
短大部 42 31 73.8%
学　部 2 2 100.0%

保険請求事務技能検定試験『歯科』

年1回
短大部 32 30 93.8%
学　部 0 0 0.0%

医療事務コンピュータ能力技能検定試験

年1回
短大部 33 33 100.0%
学　部 0 0 0.0%

福祉住環境コーディネーター

３　級 年1回
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

介護職員初任者研修（旧ホームヘルパー）

年１回
短大部 － 0 －
学　部 － 20 －

医療事務検定試験

年12回
短大部 38 38 100.0%
学　部 0 0 0.0%

レセプト点検業務技能検定試験

年12回
短大部 33 33 100.0%
学　部 0 0 0.0%

ファイナンシャル・プランニング

２級総合 年３回
短大部 － 1 －
学　部 － 2 －

２級学科 年３回
短大部 1 1 100.0%
学　部 10 3 30.0%

２級実技 年３回
短大部 1 1 100.0%
学　部 4 2 50.0%

３級総合 年３回
短大部 － 9 －
学　部 － 18 －

３級学科 年３回
短大部 43 14 32.6%
学　部 39 22 56.4%

３級実技 年３回
短大部 47 11 23.4%
学　部 39 22 56.4%

宅地建物取引主任者
学　部 － 1 －
証券外務員

一種
短大部 － 4 －
学　部 － 1 －

二種
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

総合旅行業務取扱管理者試験

年1回
短大部 － 0 －
学　部 － 1 －

国内旅行業務取扱管理者試験

年１回
短大部 － 0 －
学　部 － 21 －

販売士検定試験

１　級 随時
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

２　級 随時
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

３　級 随時
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

区　分 実施
回数 学部 受験

者数
合格
者数 合格率％

第一種衛生管理者
学　部 － 104 －

健康運動指導士
年3回 学　部 15 12 80.0%
健康運動実践指導者

年１回 学　部 20 16 80.0%
レクリエーション・インストラクター

学　部 － 0 －
レクリエーション・コーディネーター
年１回 学　部 0 0 0.0%

スポーツ・レクリエーション指導者
学　部 － 0 －

スポーツ指導者
学　部 － 2 －

自然体験活動（ＮＥＡＬ）指導者
学　部 － 47 －

フードスペシャリスト
年１回 学　部 31 29 93.5%

専門フードスペシャリスト（食品開発）資格
年１回 学　部 9 1 11.1%

専門フードスペシャリスト（食品流通・サービス）資格
年１回 学　部 9 2 22.2%

管理栄養士
年１回 学　部 58 40 69.0%

栄養士
学　部 － 67 －

食品衛生管理者・食品衛生監視員
学　部 － 18 －

フードコーディネーター
学　部 － 19 －

健康食品管理士
年２回 学部 3 2 66.7%

ＨＡＣＣＰ管理者
学　部 － 17 －
高等学校教諭

一種（公民） 学　部 － 2 －
一種（地理歴史） 学　部 － 0 －
一種（情報） 学　部 － 2 －
一種（商業） 学　部 － 2 －
一種（英語） 学　部 － 4 －
一種（保健体育） 学　部 － 19 －
一種（保健） 学　部 － 4 －

中学校教諭
一種（社会） 学　部 － 3 －
一種（保健体育） 学　部 － 19 －
一種（保健） 学　部 － 4 －
一種（英語） 学　部 － 4 －
二種（社会） 学　部 － 6 －
二種（保健体育） 学　部 － 0 －

小学校教諭
一　種 学　部 － 81 －
二　種 学　部 － 4 －

特別支援学校教諭
一種（知・肢・病） 学　部 － 25 －

養護教諭
一　種 学　部 － 5 －

栄養教諭
一　種 学　部 － 4 －

司書教諭
学　部 － 6 －
社会福祉士

年１回 学　部 14 9 64.3%
学芸員
学　部 － 5 －

産業カウンセラー
学　部 2 1 50.0%
防災士

年１回 学　部 － 61 －
社会教育士
学　部 － 20 －
図書館司書
短大部 － 18 －
学　部 － 6 －

　本学では、さまざまな技能検定試験や資格取得試験をサポートしています。各学科のカリキュラムによ
り、受験または資格取得となる専門的な資格も多数あり、学生たちも積極的にチャレンジしています。資格
取得がゴールではなく、身につけた知識やスキルを生かして、地域社会で活躍できる人材に成長してもらい
たいと考えています。

2023年度 各種検定試験及び資格取得試験の受験状況

※外部試験については応募者数・受験者数不明のため「－」とし、自己申請による合格者数のみ記載しています。
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Check it ！

NEWS & TOPICS
642名の新入生が新たな学生生活をスタート！ 
～2024年度入学式を挙行～

2024年新入生へ
入学前セミナーを4年ぶりに開催

　4月4日、2024年度入学式が挙行されました。本年度は、総合経営
学部223名（総合経営学科1年次入学112名･編入学5名、観光ホス
ピタリティ学科1年次入学102名･編入学4名）、人間健康学部175名
（健康栄養学科1年次入学59名･編入学3名、スポーツ健康学科1年
次入学112名･編入学1名）、教育学部53名（1年次入学のみ）、松商
短期大学部180名（商学科90名、経営情報学科90名）、大学院健康
科学研究科9名（博士前期課程7名･博士後期課程2名）、大学院総合
経営研究科2名（修士課程）の計642名の入学生を迎えることとなり
ました。それぞれが新たな思いを胸に期待したとおりの学生生活が
送れるよう、また夢の実現に向けて充実した毎日が送れるよう、教職
員一同サポートしていきます。 （総務部長 坂内 浩三）

　3月27日に松商短期大学部、3月29日は学部にて2024年度入学
予定者に対して入学前セミナーを実施いたしました。この入学前セ
ミナーは全入学者を対象に入学前の期間を有効に活用し、大学での
学びやルール、大学生活についてのセミナー教育を実施していま
す。コロナ禍の影響により、実に4年ぶりの実施となりました。
　当日は新入生同士も初の顔合わせということもあり、緊張した面
持ちでしたが、すぐに打ち解け和んでいる様子でした。また、一部の
学部では、先輩学生がワークへ参加し、新入生の時間割作成をサ
ポートしました。

松本大学
同窓会総会・懇親会を開催

　5月11日、アルピコプラザホテル（松本市深志）
にて、2024年度の松本大学同窓会総会が開催さ
れました。
　総会には約40名が参加、2023年度の事業・決
算・監査報告ならびに2024年度の事業計画・予算
案が承認され、併せて3年に1度の役員改選が実
施されました。
　総会後の懇親会では、ご来賓、大学教職員、同窓
会学年幹事と一般会員、約140名が参加され、久
方ぶりに顔を合わせた恩師や旧友との昔話に花が
咲き、和やかな雰囲気のうち無事終了しました。

2024年度 松本大学後援会総会を開催

2023年度の学業成績優秀者を表彰

　総合経営学部、人間健康学部、教育学部では、進級時に前年度の成績を
もとに各学科のGPAトップの学生を表彰し、奨励金として授業料の10万円
を免除（特待生は除く）しました。表彰者は次のとおりです。

●総合経営学科▶牛尼芽衣（4年）、河嶋昭洋（3年）、北原帆華（2年）

●観光ホスピタリティ学科▶平泉温海（4年）、中埜加那（3年）、寺澤春香（2年）

●健康栄養学科▶滝沢梨音（4年）、竹村千咲己（3年）、寺尾菜穂（2年）

●スポーツ健康学科▶小出麻菜美（4年）、西脇志歩（3年）、市ノ瀬純大（2年）

●学校教育学科▶酒井毬杏（4年）、江崎心菜（3年）、宮坂真由（2年）

　松商短期大学部では、トップ10として成績上位10名を表彰
し、授業料10万円を免除（特待生を除く）しました。表彰者は次
のとおりです。

●商学科▶小林愛弥、小池なつみ、中原麗夏、髙山夢叶

 石塚奏汰、上野羽菜、有賀舞

●経営情報学科▶片岡美紅、鴇澤さくら、加藤愛菜

（教務課長 伊藤 健）

　6月1日、2024年度松本大学後援会総会を開催し、100名程の保護者の方にご参加
いただきました。　
　次の議案について審議がなされ、全会一致で承認されました。

　議事終了後には、松本大学各学部および松商短期大学部の学事報告がなされました。
総会に引き続き、後援会主催で「親子関係にも役立つ（かもしれない）臨床心理学のお
話」をテーマに大学院健康科学研究科の齊藤茂准教授（スポーツ健康学科 学科長）が
講演をしました。多くの方にご参加いただき、盛会のうちに一連の行事が終了しました。

第１号議案　2023年度松本大学後援会会務報告

第２号議案　2023年度松本大学後援会会費決算   ※監事監査報告

第３号議案　2024年度松本大学後援会会務

第４号議案　2024年度松本大学後援会予算

第５号議案　2024年度役員選出

「准学校心理士」資格の取得が
可能になりました

　2024年度から松本大学教育学部は、准学校心理
士加盟校（Aタイプ）として、認定を受けました。「准
学校心理士」とは、一般社団法人学校心理士認定運
営機構・学校心理士会が認定する「学校心理士」に準
ずる資格です。「学校心理士」とは、子どもたちの心
身の発達を援助するための専門的資格の1つです。
准学校心理士資格を有していると、学校心理士用の
研修を受講し、通常より短い実務経験期間で「学校
心理士」の受験が可能になります。
　学校生活に困難を抱えている児童・生徒の数は、
年々、増加しており、専門的知識に基づく支援や援助
の重要性は高まっています。また、「准学校心理士」
資格取得のための科目に加えて、松本大学教育学部
では、子どもの発達を支えたり、人間形成の本質に
せまったりするための学びの場を設けています。

NHK Eテレ「あしたも晴れ！人生レシピ」に
スポーツ健康学科 根本ゼミナールが出演しました！

全国平均を上回る合格率！
令和5年度「健康運動指導士」「健康運動実践指導者」
認定試験の結果報告

　スポーツ健康学科の学びの3本柱の１つである、「予防医学・健康づくり分野」におい
て専門性の高い資格として挙げられる「健康運動指導士」「健康運動実践指導者」は、医
学や運動生理学の専門知識に基づいて適切な運動プログラムを処方し、健康運動指
導を行うことができる人に与えられる資格です。
　本学科の令和5年（2023）度の結果は、健康運動指導士の合格率80.0％【合格者12
名/受験者15名】（全国平均69.6％、養成校平均67.7％）、健康運動実践指導者は
80.0％【合格者16名/受験者20名】（全国平均61.7％）でした。
　学生たちの継続的な努力と教員によるサポートにより高い合格率が達成できてい
ます。合格された皆さんおめでとうございます。（スポーツ健康学科 准教授 田邉 愛子）

　根本賢一教授（大学院健康科学研究科・人間健康学部 学部長）と根本ゼミナール
の学生が、4月12日（金） に放送されましたNHK Eテレ「あしたも晴れ！人生レシピ」
（午後8時～午後8時45分）に
出演しました。テーマは「健康
寿命 運動と食で生活改善」で、
俳優の賀来千香子さんに対し
て根本ゼミナールの学生が運
動指導を実施いたしました。

4月11日、本学において2023年度学業成績優秀者を表彰しました。

（学校教育学科 専任講師 海沼 亮）
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Check it ！

NEWS & TOPICS
642名の新入生が新たな学生生活をスタート！ 
～2024年度入学式を挙行～

2024年新入生へ
入学前セミナーを4年ぶりに開催

　4月4日、2024年度入学式が挙行されました。本年度は、総合経営
学部223名（総合経営学科1年次入学112名･編入学5名、観光ホス
ピタリティ学科1年次入学102名･編入学4名）、人間健康学部175名
（健康栄養学科1年次入学59名･編入学3名、スポーツ健康学科1年
次入学112名･編入学1名）、教育学部53名（1年次入学のみ）、松商
短期大学部180名（商学科90名、経営情報学科90名）、大学院健康
科学研究科9名（博士前期課程7名･博士後期課程2名）、大学院総合
経営研究科2名（修士課程）の計642名の入学生を迎えることとなり
ました。それぞれが新たな思いを胸に期待したとおりの学生生活が
送れるよう、また夢の実現に向けて充実した毎日が送れるよう、教職
員一同サポートしていきます。 （総務部長 坂内 浩三）

　3月27日に松商短期大学部、3月29日は学部にて2024年度入学
予定者に対して入学前セミナーを実施いたしました。この入学前セ
ミナーは全入学者を対象に入学前の期間を有効に活用し、大学での
学びやルール、大学生活についてのセミナー教育を実施していま
す。コロナ禍の影響により、実に4年ぶりの実施となりました。
　当日は新入生同士も初の顔合わせということもあり、緊張した面
持ちでしたが、すぐに打ち解け和んでいる様子でした。また、一部の
学部では、先輩学生がワークへ参加し、新入生の時間割作成をサ
ポートしました。

松本大学
同窓会総会・懇親会を開催

　5月11日、アルピコプラザホテル（松本市深志）
にて、2024年度の松本大学同窓会総会が開催さ
れました。
　総会には約40名が参加、2023年度の事業・決
算・監査報告ならびに2024年度の事業計画・予算
案が承認され、併せて3年に1度の役員改選が実
施されました。
　総会後の懇親会では、ご来賓、大学教職員、同窓
会学年幹事と一般会員、約140名が参加され、久
方ぶりに顔を合わせた恩師や旧友との昔話に花が
咲き、和やかな雰囲気のうち無事終了しました。

2024年度 松本大学後援会総会を開催

2023年度の学業成績優秀者を表彰

　総合経営学部、人間健康学部、教育学部では、進級時に前年度の成績を
もとに各学科のGPAトップの学生を表彰し、奨励金として授業料の10万円
を免除（特待生は除く）しました。表彰者は次のとおりです。

●総合経営学科▶牛尼芽衣（4年）、河嶋昭洋（3年）、北原帆華（2年）

●観光ホスピタリティ学科▶平泉温海（4年）、中埜加那（3年）、寺澤春香（2年）

●健康栄養学科▶滝沢梨音（4年）、竹村千咲己（3年）、寺尾菜穂（2年）

●スポーツ健康学科▶小出麻菜美（4年）、西脇志歩（3年）、市ノ瀬純大（2年）

●学校教育学科▶酒井毬杏（4年）、江崎心菜（3年）、宮坂真由（2年）

　松商短期大学部では、トップ10として成績上位10名を表彰
し、授業料10万円を免除（特待生を除く）しました。表彰者は次
のとおりです。

●商学科▶小林愛弥、小池なつみ、中原麗夏、髙山夢叶

 石塚奏汰、上野羽菜、有賀舞

●経営情報学科▶片岡美紅、鴇澤さくら、加藤愛菜

（教務課長 伊藤 健）

　6月1日、2024年度松本大学後援会総会を開催し、100名程の保護者の方にご参加
いただきました。　
　次の議案について審議がなされ、全会一致で承認されました。

　議事終了後には、松本大学各学部および松商短期大学部の学事報告がなされました。
総会に引き続き、後援会主催で「親子関係にも役立つ（かもしれない）臨床心理学のお
話」をテーマに大学院健康科学研究科の齊藤茂准教授（スポーツ健康学科 学科長）が
講演をしました。多くの方にご参加いただき、盛会のうちに一連の行事が終了しました。

第１号議案　2023年度松本大学後援会会務報告

第２号議案　2023年度松本大学後援会会費決算   ※監事監査報告

第３号議案　2024年度松本大学後援会会務

第４号議案　2024年度松本大学後援会予算

第５号議案　2024年度役員選出

「准学校心理士」資格の取得が
可能になりました

　2024年度から松本大学教育学部は、准学校心理
士加盟校（Aタイプ）として、認定を受けました。「准
学校心理士」とは、一般社団法人学校心理士認定運
営機構・学校心理士会が認定する「学校心理士」に準
ずる資格です。「学校心理士」とは、子どもたちの心
身の発達を援助するための専門的資格の1つです。
准学校心理士資格を有していると、学校心理士用の
研修を受講し、通常より短い実務経験期間で「学校
心理士」の受験が可能になります。
　学校生活に困難を抱えている児童・生徒の数は、
年々、増加しており、専門的知識に基づく支援や援助
の重要性は高まっています。また、「准学校心理士」
資格取得のための科目に加えて、松本大学教育学部
では、子どもの発達を支えたり、人間形成の本質に
せまったりするための学びの場を設けています。

NHK Eテレ「あしたも晴れ！人生レシピ」に
スポーツ健康学科 根本ゼミナールが出演しました！

全国平均を上回る合格率！
令和5年度「健康運動指導士」「健康運動実践指導者」
認定試験の結果報告

　スポーツ健康学科の学びの3本柱の１つである、「予防医学・健康づくり分野」におい
て専門性の高い資格として挙げられる「健康運動指導士」「健康運動実践指導者」は、医
学や運動生理学の専門知識に基づいて適切な運動プログラムを処方し、健康運動指
導を行うことができる人に与えられる資格です。
　本学科の令和5年（2023）度の結果は、健康運動指導士の合格率80.0％【合格者12
名/受験者15名】（全国平均69.6％、養成校平均67.7％）、健康運動実践指導者は
80.0％【合格者16名/受験者20名】（全国平均61.7％）でした。
　学生たちの継続的な努力と教員によるサポートにより高い合格率が達成できてい
ます。合格された皆さんおめでとうございます。（スポーツ健康学科 准教授 田邉 愛子）

　根本賢一教授（大学院健康科学研究科・人間健康学部 学部長）と根本ゼミナール
の学生が、4月12日（金） に放送されましたNHK Eテレ「あしたも晴れ！人生レシピ」
（午後8時～午後8時45分）に
出演しました。テーマは「健康
寿命 運動と食で生活改善」で、
俳優の賀来千香子さんに対し
て根本ゼミナールの学生が運
動指導を実施いたしました。

4月11日、本学において2023年度学業成績優秀者を表彰しました。

（学校教育学科 専任講師 海沼 亮）
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硬式野球部硬式野球部

硬式野球部男子サッカー部
硬式野球部陸上競技部　大会結果

ランダムインセンティブメカニズムと視線運動の関係
総合経営学部 総合経営学科　宇都 伸之 専任講師 ○期間：2019年度～2024年度

老化促進モデル動物を用いたカカオ成分による抗老化作用の解明
人間健康学部 スポーツ健康学科　住吉 愛里 専任講師 ○期間：2020年度～2024年度
計画的変革、創発的変革を統合したラディカルな組織変革に関する研究
総合経営学部 総合経営学科　古田 成志 准教授 ○期間：2020年度～2024年度

戦時期日本における翼賛文化運動に関する研究
教育学部 学校教育学科　大蔵 真由美 准教授 ○期間：2019年度～2024年度

グローバルケアチェインにおける看取り－イタリアの外国人ケア労働者を事例として
大学院 健康科学研究科　福島 智子 教授 ○期間：2020年度～2024年度

へき地教育における学校統廃合基準の日・英・ＮＺ制度比較研究
教育学部 学校教育学科　御代田 桜子 専任講師 ○期間：2020年度～2024年度

血糖調節や健康の維持・増進における時計遺伝子の働きと臓器連関
大学院 健康科学研究科　山田 一哉 教授 ○期間：2021年度～2024年度

新型コロナウイルスを契機としたアジア日系中小企業の「人の現地化」進展の可能性
総合経営学部 総合経営学科　兼村 智也 教授 ○期間：2021年度～2024年度

ストレスに強い個人特性の比較による効果検証とストレス低減プログラムへの展開
人間健康学部 スポーツ健康学科　吉原 寛 教授 ○期間：2020年度～2024年度

運動エピジェネティクスを起こすスイッチとしてのサテライト細胞の役割解明
大学院 健康科学研究科　河野 史倫 教授 ○期間：2021年度～2024年度

運動による骨格筋の適応変化範囲を規定するエピジェネティック機構の追究
大学院 健康科学研究科　河野 史倫 教授 ○期間：2021年度～2024年度

労働者の身体活動量、座位行動、及び持久性体力と相互の関連性に関する研究
大学院 健康科学研究科　根本 賢一 教授 ○期間：2022年度～2024年度

英語前置詞の実証的研究とその教育への応用
教育学部 学校教育学科　藤原 隆史 准教授 ○期間：2022年度～2025年度

セレン輸送タンパク質の新規シグナル伝達受容結合における機能
人間健康学部 健康栄養学科　黒川 優 准教授 ○期間：2022年度～2024年度

男女同権教育は小学生の社会的平等意識を改善するか：潜在連想テストを用いた検証
教育学部 学校教育学科　秋田 真 教授 ○期間：2023年度～2025年度

松本尋常小学校（旧開智学校）の国語科授業の実態解明
教育学部 学校教育学科　上月 康弘 准教授 ○期間：2024年度～2026年度

パーソナリティに関する暗黙理論が適応指標に与える影響
教育学部 学校教育学科　海沼 亮 専任講師 ○期間：2024年度～2027年度

自己調整を促す対話的地球温暖化学習プログラムの指定と南極教材の開発
教育学部 学校教育学科　澤柿 教淳 教授 ○期間：2024年度～2028年度

　松本大学大学院健康科学研究科の清水純也さん（博士後期課程3年）

の研究課題が、2024年度ヤマハ発動機スポーツ振興財団スポーツチャ

レンジ研究助成に採択されました。本制度は、スポーツ医・科学、スポーツ

文化など、スポーツに関連する幅ひろい学問分野から、スポーツの普及・

振興や競技水準の向上につながる学術的価値の高い学問・研究を志す研

究者（自然科学・人文社会）を支援することを目的としています。

　清水さんの採択課題は、「“運動効果の個体差が生じるメカニズム”を明

らかにする骨格筋エピジェネティクス研究」で、「運動した際に筋肉がどれ

だけ適応できるか」が人によって異なることに着目し、この個体差が生じ

る筋肉の仕組みと、そのプロセスを明らかにします。この知見を活用する

ことで、個々の人に合わせた安全かつ効果的な運動トレーニング方法を

開発でき、スポーツ分野の発展への寄与が期待されます。清水さんは「今

回、本研究課題の重要性がスポーツ領域から評価され、とてもうれしい。

この助成によって解析できる項目が増え、研究成果のインパクトもグッと

上がると見込んでいる。本研究活動を通して、スポーツの普及と振興／

競技水準向上に貢献していきたい。」とコメントしています。

健康科学研究科大学院生の清水純也さんが、 
ヤマハ発動機スポーツ振興財団スポーツチャレンジ研究助成に採択

TOPICS

　関甲新学生野球連盟1部春季リーグ戦が終了し、4勝5敗、第6位という結果でした。春季キャンプ
からオープン戦を経て、プロアマトーナメント大会の優勝と、チーム状況や戦力的には自信を持って
臨んだシーズンでしたが、開幕から2連敗と躓き、その後も上手く波に乗り切れないシーズンとなり
ました。これまで課題として取り組んでいた打撃についてはチーム打率（.285）リーグ3位とそれな
りの結果は残すことができましたが、守備については防御率（5.80）リーグ6位とこれまで自信の
あった投手・守備面の綻びの修正が今後の課題です。
　秋のリーグ戦は大学野球連盟の記念大会となり、3チームが関東大会（横浜市長杯）へ出場する
ことができます。春のリーグ戦で出た課題を修正し、秋に横浜スタジアムで試合ができるように日々
取り組んで参ります。沢山の応援、誠にありがとうございました。 （硬式野球部 監督 清野 友二）

2024年春季リーグ戦結果

　男子サッカー部は、一般社団法
人MOSC百瀬整形外科スポーツク
リニックと、医療的なバックアップをいただくことを目的としたメディカルパートナー契約を継続させて
いただきました。また、株式会社村瀬組、及び株式会社情熱電力とスポンサー契約を継続させていただ
きました。今年度も幣部へのご支援を継続いただき、感謝申し上げます。
　さて、チームは昨年度、北信越大学サッカーリーグ1部で8チーム中2位という好成績を残すことがで
きました。また、早河恭哉君（スポーツ健康学科3年）がアシスト王の個人タイトルを獲得し、リーグのベ
ストイレブンに選出されるなど、選手たちは着実に力をつけることができています。今年度は、2021年
の全日本大学サッカートーナメント（総理大臣杯）以来となる、3年ぶりの全国大会出場を果たすべく、
「質」にこだわり日々のトレーニングに取り組んでおります。今後も幣部へのご声援をよろしくお願いい
たします。 （男子サッカー部 部長兼監督 齊藤 茂）

2024シーズンの抱負

　女子バレーボールチーム日本代表として世界を舞台に活躍し、ロサンゼ
ルス五輪で銅メダルを獲得した野口京子監督を新たに迎え、女子バレー
ボール部は、2024年度より「強化部」として活動しています。野口監督は、
長野大学での14年間の指導実績に加え、全国各地のバレーボール教室で
の指導経験も豊富で、現在、日本バレーボール協会評議員、長野県バレー
ボール協会理事、ルートインホテルズ Brilliant Ariesアドバイザー等もさ
れています。「バレーボールをつらいものではなく、可能性が広がる楽しい
ものにしてほしい」という思いのもと、私立大学としての強みを生かして、学

業とクラブ活動の両立を目指し、競技力を強化していきます。大学でのバレーボールは、勝ち負けがす
べての厳しい世界ではなく、スポーツを通じて得た体験から人間としての成長に期待を込めています。
　長野県は、小学生バレーボールから始まり高校生たちは全国トップクラスの成績を収めています。そ
の選手たちが地元のバレーボールに貢献し続けられるように松本大学を活動の拠点にしていきたいと
思います。長野県には、Ｖ.ＬＥＡＧＵＥルートインホテルズ ブリリアント アリーズ、社会人チーム、地域の
クラブチーム、ママさんバレーボールに至るまで幅広い年齢層に愛されています。バレーボールを通じ
て地域の人々にも勇気と感動を与え、地域の活性化と健康づくりに貢献していきます。
　今後とも温かいご支援・ご声援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
 （女子バレーボール部 部長 中島 節子）

2024年度より強化部として始動！

　今年度より、女子ソフトボール部コーチとしてお世話になります。
　長野県立高校の教員として、ソフトボール部の指導を36年間続けてきまし
たが、早期退職し、今年度から学生のみんなとグランドで汗を流すことになり
ました。ソフトボールは集団スポーツに分類されますが、個人の競技力のレベルアップが不可欠な競
技です。個々を大切にし、ソフトボールの活動を通して、学生諸君が今後につながる財産を一つでも
多く得ることができるよう、一緒に頑張っていこうと思います。よろしくお願いいたします。

ソフトボールの活動を通して
女子ソフトボール部 コーチ  鈴木 秀典

硬式野球部女子バレーボール部

　2022年4月に、戦争や平和について考える
サークルとして立ち上がった「平和創造研究会」
は、これまでに様々なイベントおよび研修に取
り組んできました。2023年7月には、里山再生
に取り組むＮＰＯ法人・いのちと平和の森の方や
松本ユース平和ネッ
トワークの学生たち
とともに松本市島内
山田の森で草刈り
活動をしました。

菅谷前学長が
「松本大学平和創造研究会」のために植樹

第98回北信越学生陸上競技対校選手権
（6月1日・2日／富山県総合運動公園陸上競技場）

平和創造研究会 部長
尻無浜 博幸

女子ソフトボール部に新コーチが就任

■男子100m
 優勝 10秒66 永井  颯太（スポーツ健康学科4年）

■男子走高跳
 優勝 2m02㎝ 中村  伊吹（スポーツ健康学科２年）

■男子十種競技
 優勝 6705点 石坂  巽海（スポーツ研究科１年）

■女子100mH
 優勝 13秒95 柳澤  結月（スポーツ健康学科4年）

■女子走高跳
 優勝 1m59㎝ 太田さくら（スポーツ健康学科２年）
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野口 京子 監督

4月6日、菅谷前学長が「松
本大学平和創造研究会」の
木として植樹してください
ました。今後、「生証樹託」
運動に取り組むとともに、こ
の「いのちと平和の森」の
管理を学生としていきます。
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教育学部 学校教育学科　藤原 隆史 准教授 ○期間：2022年度～2025年度

セレン輸送タンパク質の新規シグナル伝達受容結合における機能
人間健康学部 健康栄養学科　黒川 優 准教授 ○期間：2022年度～2024年度

男女同権教育は小学生の社会的平等意識を改善するか：潜在連想テストを用いた検証
教育学部 学校教育学科　秋田 真 教授 ○期間：2023年度～2025年度

松本尋常小学校（旧開智学校）の国語科授業の実態解明
教育学部 学校教育学科　上月 康弘 准教授 ○期間：2024年度～2026年度

パーソナリティに関する暗黙理論が適応指標に与える影響
教育学部 学校教育学科　海沼 亮 専任講師 ○期間：2024年度～2027年度

自己調整を促す対話的地球温暖化学習プログラムの指定と南極教材の開発
教育学部 学校教育学科　澤柿 教淳 教授 ○期間：2024年度～2028年度

　松本大学大学院健康科学研究科の清水純也さん（博士後期課程3年）

の研究課題が、2024年度ヤマハ発動機スポーツ振興財団スポーツチャ

レンジ研究助成に採択されました。本制度は、スポーツ医・科学、スポーツ

文化など、スポーツに関連する幅ひろい学問分野から、スポーツの普及・

振興や競技水準の向上につながる学術的価値の高い学問・研究を志す研

究者（自然科学・人文社会）を支援することを目的としています。

　清水さんの採択課題は、「“運動効果の個体差が生じるメカニズム”を明

らかにする骨格筋エピジェネティクス研究」で、「運動した際に筋肉がどれ

だけ適応できるか」が人によって異なることに着目し、この個体差が生じ

る筋肉の仕組みと、そのプロセスを明らかにします。この知見を活用する

ことで、個々の人に合わせた安全かつ効果的な運動トレーニング方法を

開発でき、スポーツ分野の発展への寄与が期待されます。清水さんは「今

回、本研究課題の重要性がスポーツ領域から評価され、とてもうれしい。

この助成によって解析できる項目が増え、研究成果のインパクトもグッと

上がると見込んでいる。本研究活動を通して、スポーツの普及と振興／

競技水準向上に貢献していきたい。」とコメントしています。

健康科学研究科大学院生の清水純也さんが、 
ヤマハ発動機スポーツ振興財団スポーツチャレンジ研究助成に採択

TOPICS

　関甲新学生野球連盟1部春季リーグ戦が終了し、4勝5敗、第6位という結果でした。春季キャンプ
からオープン戦を経て、プロアマトーナメント大会の優勝と、チーム状況や戦力的には自信を持って
臨んだシーズンでしたが、開幕から2連敗と躓き、その後も上手く波に乗り切れないシーズンとなり
ました。これまで課題として取り組んでいた打撃についてはチーム打率（.285）リーグ3位とそれな
りの結果は残すことができましたが、守備については防御率（5.80）リーグ6位とこれまで自信の
あった投手・守備面の綻びの修正が今後の課題です。
　秋のリーグ戦は大学野球連盟の記念大会となり、3チームが関東大会（横浜市長杯）へ出場する
ことができます。春のリーグ戦で出た課題を修正し、秋に横浜スタジアムで試合ができるように日々
取り組んで参ります。沢山の応援、誠にありがとうございました。 （硬式野球部 監督 清野 友二）

2024年春季リーグ戦結果

　男子サッカー部は、一般社団法
人MOSC百瀬整形外科スポーツク
リニックと、医療的なバックアップをいただくことを目的としたメディカルパートナー契約を継続させて
いただきました。また、株式会社村瀬組、及び株式会社情熱電力とスポンサー契約を継続させていただ
きました。今年度も幣部へのご支援を継続いただき、感謝申し上げます。
　さて、チームは昨年度、北信越大学サッカーリーグ1部で8チーム中2位という好成績を残すことがで
きました。また、早河恭哉君（スポーツ健康学科3年）がアシスト王の個人タイトルを獲得し、リーグのベ
ストイレブンに選出されるなど、選手たちは着実に力をつけることができています。今年度は、2021年
の全日本大学サッカートーナメント（総理大臣杯）以来となる、3年ぶりの全国大会出場を果たすべく、
「質」にこだわり日々のトレーニングに取り組んでおります。今後も幣部へのご声援をよろしくお願いい
たします。 （男子サッカー部 部長兼監督 齊藤 茂）

2024シーズンの抱負

　女子バレーボールチーム日本代表として世界を舞台に活躍し、ロサンゼ
ルス五輪で銅メダルを獲得した野口京子監督を新たに迎え、女子バレー
ボール部は、2024年度より「強化部」として活動しています。野口監督は、
長野大学での14年間の指導実績に加え、全国各地のバレーボール教室で
の指導経験も豊富で、現在、日本バレーボール協会評議員、長野県バレー
ボール協会理事、ルートインホテルズ Brilliant Ariesアドバイザー等もさ
れています。「バレーボールをつらいものではなく、可能性が広がる楽しい
ものにしてほしい」という思いのもと、私立大学としての強みを生かして、学

業とクラブ活動の両立を目指し、競技力を強化していきます。大学でのバレーボールは、勝ち負けがす
べての厳しい世界ではなく、スポーツを通じて得た体験から人間としての成長に期待を込めています。
　長野県は、小学生バレーボールから始まり高校生たちは全国トップクラスの成績を収めています。そ
の選手たちが地元のバレーボールに貢献し続けられるように松本大学を活動の拠点にしていきたいと
思います。長野県には、Ｖ.ＬＥＡＧＵＥルートインホテルズ ブリリアント アリーズ、社会人チーム、地域の
クラブチーム、ママさんバレーボールに至るまで幅広い年齢層に愛されています。バレーボールを通じ
て地域の人々にも勇気と感動を与え、地域の活性化と健康づくりに貢献していきます。
　今後とも温かいご支援・ご声援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
 （女子バレーボール部 部長 中島 節子）

2024年度より強化部として始動！

　今年度より、女子ソフトボール部コーチとしてお世話になります。
　長野県立高校の教員として、ソフトボール部の指導を36年間続けてきまし
たが、早期退職し、今年度から学生のみんなとグランドで汗を流すことになり
ました。ソフトボールは集団スポーツに分類されますが、個人の競技力のレベルアップが不可欠な競
技です。個々を大切にし、ソフトボールの活動を通して、学生諸君が今後につながる財産を一つでも
多く得ることができるよう、一緒に頑張っていこうと思います。よろしくお願いいたします。

ソフトボールの活動を通して
女子ソフトボール部 コーチ  鈴木 秀典

硬式野球部女子バレーボール部

　2022年4月に、戦争や平和について考える
サークルとして立ち上がった「平和創造研究会」
は、これまでに様々なイベントおよび研修に取
り組んできました。2023年7月には、里山再生
に取り組むＮＰＯ法人・いのちと平和の森の方や
松本ユース平和ネッ
トワークの学生たち
とともに松本市島内
山田の森で草刈り
活動をしました。

菅谷前学長が
「松本大学平和創造研究会」のために植樹

第98回北信越学生陸上競技対校選手権
（6月1日・2日／富山県総合運動公園陸上競技場）

平和創造研究会 部長
尻無浜 博幸

女子ソフトボール部に新コーチが就任

■男子100m
 優勝 10秒66 永井  颯太（スポーツ健康学科4年）

■男子走高跳
 優勝 2m02㎝ 中村  伊吹（スポーツ健康学科２年）

■男子十種競技
 優勝 6705点 石坂  巽海（スポーツ研究科１年）

■女子100mH
 優勝 13秒95 柳澤  結月（スポーツ健康学科4年）

■女子走高跳
 優勝 1m59㎝ 太田さくら（スポーツ健康学科２年）

順位 負勝上武大学
上武大学
白鷗大学
山梨学院
新潟医療
平成国際
松本大学
常磐大学
関東学園
作新学院
新潟大学

白鷗大学 山梨学院 新潟医療 平成国際 松本大学 常磐大学 関東学園 作新学院 新潟大学
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野口 京子 監督

4月6日、菅谷前学長が「松
本大学平和創造研究会」の
木として植樹してください
ました。今後、「生証樹託」
運動に取り組むとともに、こ
の「いのちと平和の森」の
管理を学生としていきます。

■ 松本大学　1年次入学生
学　部 学科 入学定員

Ａ
志願者
数

受験者数
Ｂ

合格者数
Ｃ

競争率
Ｂ／Ｃ 手続者数 入学者数

Ｄ
充足率
Ｄ／Ａ

総合経営 総合経営 90 336 333 149 223.5% 118 112 124.4%

観光ホスピタリティ 80 286 282 120 235.0% 104 102 127.5%

小　計 170 622 615 269 228.6% 222 214 125.9%

人間健康 健康栄養 70 109 105 89 118.0% 61 59 84.3%

スポーツ健康 100 163 160 130 123.1% 114 112 112.0%

小　計 170 272 265 219 121.0% 175 171 100.6%

教育学部 学校教育学科 80 211 205 161 127.3% 64 53 66.3%

小　計 80 211 205 161 127.3% 64 53 66.3%

合　計 420 1,105 1,085 649 167.2% 461 438 104.3%
※留学生を除く

■ 松本大学　編入・転入学生
学　部 学科 入学定員

Ａ
志願者
数

受験者数
Ｂ

合格者数
Ｃ

競争率
Ｂ／Ｃ 手続者数 入学者数

Ｄ
充足率
Ｄ／Ａ

総合経営 総合経営 5 9 9 5 180.0% 5 5 100.0%

観光ホスピタリティ 5 4 4 4 100.0% 4 4 80.0%

小　計 10 13 13 9 144.4% 9 9 90.0%

人間健康 健康栄養 5 4 4 3 133.3% 3 3 60.0%

スポーツ健康 5 1 1 1 100.0% 1 1 20.0%

小　計 10 5 5 4 125.0% 4 4 40.0%

合　計 20 18 18 13 138.5% 13 13 65.0%
※留学生を除く

■ 松本大学松商短期大学部
学　部 学科 入学定員

Ａ
志願者
数

受験者数
Ｂ

合格者数
Ｃ

競争率
Ｂ／Ｃ 手続者数 入学者数

Ｄ
充足率
Ｄ／Ａ

短期大学部 商 100 122 122 91 134.1% 90 90 90.0%

経営情報 100 114 113 97 116.5% 90 90 90.0%

合　計 200 236 235 188 125.0% 180 180 90.0%
※留学生を除く

■ 松本大学大学院　健康科学研究科
課　程 専攻 入学定員

Ａ
志願者
数

受験者数
Ｂ

合格者数
Ｃ

競争率
Ｂ／Ｃ 手続者数 入学者数

Ｄ
充足率
Ｄ／Ａ

博士前期 健康科学 6 7 7 7 100.0% 7 7 116.7%

合　計 6 7 7 7 100.0% 7 7 116.7%

博士後期 健康科学 2 2 2 2 100.0% 2 2 100.0%

合　計 2 2 2 2 100.0% 2 2 100.0%
※留学生を除く

■ 松本大学大学院　総合経営研究科
課　程 専攻 入学定員

Ａ
志願者
数

受験者数
Ｂ

合格者数
Ｃ

競争率
Ｂ／Ｃ 手続者数 入学者数

Ｄ
充足率
Ｄ／Ａ

修士 総合経営 5 2 2 2 100.0% 2 2 40.0%

合　計 5 2 2 2 100.0% 2 2 40.0%
※留学生を除く

　昨年度の入学者選抜については、前年度からさらに状況が悪化し、厳しい
結果となりました。本学だけではなく、全国の私立大学の５割、短期大学では
９割が定員割れとなっていることは周知の事実です。受験生の都会志向が影
響し、とりわけ地方の大学、短大は困難を極めていることも指摘されていま
す。本学では、コロナ前と同様に、あるいはそれ以上に学生募集活動を活発

化させるとともに、選抜方法の見直しを行うなど、積極的な取組を続けてき
たものの、定員を確保できたのは総合経営学部と人間健康学部スポーツ健
康学科のみでした。今年度も受験生の安全志向を見据え、年内入試（総合型・
学校推薦型選抜）での一定数確保を目指すとともに、多角的かつ細部にも目
を向けた募集活動を行います。 （2023年度 入試・広報委員長 金子 能呼）

2024年度 入試を振り返って
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クラブ活動情報

硬式野球部硬式野球部

硬式野球部男子サッカー部
硬式野球部陸上競技部　大会結果

ランダムインセンティブメカニズムと視線運動の関係
総合経営学部 総合経営学科　宇都 伸之 専任講師 ○期間：2019年度～2024年度

老化促進モデル動物を用いたカカオ成分による抗老化作用の解明
人間健康学部 スポーツ健康学科　住吉 愛里 専任講師 ○期間：2020年度～2024年度
計画的変革、創発的変革を統合したラディカルな組織変革に関する研究
総合経営学部 総合経営学科　古田 成志 准教授 ○期間：2020年度～2024年度

戦時期日本における翼賛文化運動に関する研究
教育学部 学校教育学科　大蔵 真由美 准教授 ○期間：2019年度～2024年度

グローバルケアチェインにおける看取り－イタリアの外国人ケア労働者を事例として
大学院 健康科学研究科　福島 智子 教授 ○期間：2020年度～2024年度

へき地教育における学校統廃合基準の日・英・ＮＺ制度比較研究
教育学部 学校教育学科　御代田 桜子 専任講師 ○期間：2020年度～2024年度

血糖調節や健康の維持・増進における時計遺伝子の働きと臓器連関
大学院 健康科学研究科　山田 一哉 教授 ○期間：2021年度～2024年度

新型コロナウイルスを契機としたアジア日系中小企業の「人の現地化」進展の可能性
総合経営学部 総合経営学科　兼村 智也 教授 ○期間：2021年度～2024年度

ストレスに強い個人特性の比較による効果検証とストレス低減プログラムへの展開
人間健康学部 スポーツ健康学科　吉原 寛 教授 ○期間：2020年度～2024年度

運動エピジェネティクスを起こすスイッチとしてのサテライト細胞の役割解明
大学院 健康科学研究科　河野 史倫 教授 ○期間：2021年度～2024年度

運動による骨格筋の適応変化範囲を規定するエピジェネティック機構の追究
大学院 健康科学研究科　河野 史倫 教授 ○期間：2021年度～2024年度

労働者の身体活動量、座位行動、及び持久性体力と相互の関連性に関する研究
大学院 健康科学研究科　根本 賢一 教授 ○期間：2022年度～2024年度

英語前置詞の実証的研究とその教育への応用
教育学部 学校教育学科　藤原 隆史 准教授 ○期間：2022年度～2025年度

セレン輸送タンパク質の新規シグナル伝達受容結合における機能
人間健康学部 健康栄養学科　黒川 優 准教授 ○期間：2022年度～2024年度

男女同権教育は小学生の社会的平等意識を改善するか：潜在連想テストを用いた検証
教育学部 学校教育学科　秋田 真 教授 ○期間：2023年度～2025年度

松本尋常小学校（旧開智学校）の国語科授業の実態解明
教育学部 学校教育学科　上月 康弘 准教授 ○期間：2024年度～2026年度

パーソナリティに関する暗黙理論が適応指標に与える影響
教育学部 学校教育学科　海沼 亮 専任講師 ○期間：2024年度～2027年度

自己調整を促す対話的地球温暖化学習プログラムの指定と南極教材の開発
教育学部 学校教育学科　澤柿 教淳 教授 ○期間：2024年度～2028年度

　松本大学大学院健康科学研究科の清水純也さん（博士後期課程3年）

の研究課題が、2024年度ヤマハ発動機スポーツ振興財団スポーツチャ

レンジ研究助成に採択されました。本制度は、スポーツ医・科学、スポーツ

文化など、スポーツに関連する幅ひろい学問分野から、スポーツの普及・

振興や競技水準の向上につながる学術的価値の高い学問・研究を志す研

究者（自然科学・人文社会）を支援することを目的としています。

　清水さんの採択課題は、「“運動効果の個体差が生じるメカニズム”を明

らかにする骨格筋エピジェネティクス研究」で、「運動した際に筋肉がどれ

だけ適応できるか」が人によって異なることに着目し、この個体差が生じ

る筋肉の仕組みと、そのプロセスを明らかにします。この知見を活用する

ことで、個々の人に合わせた安全かつ効果的な運動トレーニング方法を

開発でき、スポーツ分野の発展への寄与が期待されます。清水さんは「今

回、本研究課題の重要性がスポーツ領域から評価され、とてもうれしい。

この助成によって解析できる項目が増え、研究成果のインパクトもグッと

上がると見込んでいる。本研究活動を通して、スポーツの普及と振興／

競技水準向上に貢献していきたい。」とコメントしています。

健康科学研究科大学院生の清水純也さんが、 
ヤマハ発動機スポーツ振興財団スポーツチャレンジ研究助成に採択

TOPICS

　関甲新学生野球連盟1部春季リーグ戦が終了し、4勝5敗、第6位という結果でした。春季キャンプ
からオープン戦を経て、プロアマトーナメント大会の優勝と、チーム状況や戦力的には自信を持って
臨んだシーズンでしたが、開幕から2連敗と躓き、その後も上手く波に乗り切れないシーズンとなり
ました。これまで課題として取り組んでいた打撃についてはチーム打率（.285）リーグ3位とそれな
りの結果は残すことができましたが、守備については防御率（5.80）リーグ6位とこれまで自信の
あった投手・守備面の綻びの修正が今後の課題です。
　秋のリーグ戦は大学野球連盟の記念大会となり、3チームが関東大会（横浜市長杯）へ出場する
ことができます。春のリーグ戦で出た課題を修正し、秋に横浜スタジアムで試合ができるように日々
取り組んで参ります。沢山の応援、誠にありがとうございました。 （硬式野球部 監督 清野 友二）

2024年春季リーグ戦結果

　男子サッカー部は、一般社団法
人MOSC百瀬整形外科スポーツク
リニックと、医療的なバックアップをいただくことを目的としたメディカルパートナー契約を継続させて
いただきました。また、株式会社村瀬組、及び株式会社情熱電力とスポンサー契約を継続させていただ
きました。今年度も幣部へのご支援を継続いただき、感謝申し上げます。
　さて、チームは昨年度、北信越大学サッカーリーグ1部で8チーム中2位という好成績を残すことがで
きました。また、早河恭哉君（スポーツ健康学科3年）がアシスト王の個人タイトルを獲得し、リーグのベ
ストイレブンに選出されるなど、選手たちは着実に力をつけることができています。今年度は、2021年
の全日本大学サッカートーナメント（総理大臣杯）以来となる、3年ぶりの全国大会出場を果たすべく、
「質」にこだわり日々のトレーニングに取り組んでおります。今後も幣部へのご声援をよろしくお願いい
たします。 （男子サッカー部 部長兼監督 齊藤 茂）

2024シーズンの抱負

　女子バレーボールチーム日本代表として世界を舞台に活躍し、ロサンゼ
ルス五輪で銅メダルを獲得した野口京子監督を新たに迎え、女子バレー
ボール部は、2024年度より「強化部」として活動しています。野口監督は、
長野大学での14年間の指導実績に加え、全国各地のバレーボール教室で
の指導経験も豊富で、現在、日本バレーボール協会評議員、長野県バレー
ボール協会理事、ルートインホテルズ Brilliant Ariesアドバイザー等もさ
れています。「バレーボールをつらいものではなく、可能性が広がる楽しい
ものにしてほしい」という思いのもと、私立大学としての強みを生かして、学

業とクラブ活動の両立を目指し、競技力を強化していきます。大学でのバレーボールは、勝ち負けがす
べての厳しい世界ではなく、スポーツを通じて得た体験から人間としての成長に期待を込めています。
　長野県は、小学生バレーボールから始まり高校生たちは全国トップクラスの成績を収めています。そ
の選手たちが地元のバレーボールに貢献し続けられるように松本大学を活動の拠点にしていきたいと
思います。長野県には、Ｖ.ＬＥＡＧＵＥルートインホテルズ ブリリアント アリーズ、社会人チーム、地域の
クラブチーム、ママさんバレーボールに至るまで幅広い年齢層に愛されています。バレーボールを通じ
て地域の人々にも勇気と感動を与え、地域の活性化と健康づくりに貢献していきます。
　今後とも温かいご支援・ご声援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
 （女子バレーボール部 部長 中島 節子）

2024年度より強化部として始動！

　今年度より、女子ソフトボール部コーチとしてお世話になります。
　長野県立高校の教員として、ソフトボール部の指導を36年間続けてきまし
たが、早期退職し、今年度から学生のみんなとグランドで汗を流すことになり
ました。ソフトボールは集団スポーツに分類されますが、個人の競技力のレベルアップが不可欠な競
技です。個々を大切にし、ソフトボールの活動を通して、学生諸君が今後につながる財産を一つでも
多く得ることができるよう、一緒に頑張っていこうと思います。よろしくお願いいたします。

ソフトボールの活動を通して
女子ソフトボール部 コーチ  鈴木 秀典

硬式野球部女子バレーボール部

　2022年4月に、戦争や平和について考える
サークルとして立ち上がった「平和創造研究会」
は、これまでに様々なイベントおよび研修に取
り組んできました。2023年7月には、里山再生
に取り組むＮＰＯ法人・いのちと平和の森の方や
松本ユース平和ネッ
トワークの学生たち
とともに松本市島内
山田の森で草刈り
活動をしました。

菅谷前学長が
「松本大学平和創造研究会」のために植樹

第98回北信越学生陸上競技対校選手権
（6月1日・2日／富山県総合運動公園陸上競技場）

平和創造研究会 部長
尻無浜 博幸

女子ソフトボール部に新コーチが就任

■男子100m
 優勝 10秒66 永井  颯太（スポーツ健康学科4年）

■男子走高跳
 優勝 2m02㎝ 中村  伊吹（スポーツ健康学科２年）

■男子十種競技
 優勝 6705点 石坂  巽海（スポーツ研究科１年）

■女子100mH
 優勝 13秒95 柳澤  結月（スポーツ健康学科4年）

■女子走高跳
 優勝 1m59㎝ 太田さくら（スポーツ健康学科２年）
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野口 京子 監督

4月6日、菅谷前学長が「松
本大学平和創造研究会」の
木として植樹してください
ました。今後、「生証樹託」
運動に取り組むとともに、こ
の「いのちと平和の森」の
管理を学生としていきます。

クラブ活動情報

硬式野球部硬式野球部

硬式野球部男子サッカー部
硬式野球部陸上競技部　大会結果

ランダムインセンティブメカニズムと視線運動の関係
総合経営学部 総合経営学科　宇都 伸之 専任講師 ○期間：2019年度～2024年度
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新型コロナウイルスを契機としたアジア日系中小企業の「人の現地化」進展の可能性
総合経営学部 総合経営学科　兼村 智也 教授 ○期間：2021年度～2024年度
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松本尋常小学校（旧開智学校）の国語科授業の実態解明
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教育学部 学校教育学科　海沼 亮 専任講師 ○期間：2024年度～2027年度

自己調整を促す対話的地球温暖化学習プログラムの指定と南極教材の開発
教育学部 学校教育学科　澤柿 教淳 教授 ○期間：2024年度～2028年度
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だけ適応できるか」が人によって異なることに着目し、この個体差が生じ
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ことで、個々の人に合わせた安全かつ効果的な運動トレーニング方法を

開発でき、スポーツ分野の発展への寄与が期待されます。清水さんは「今

回、本研究課題の重要性がスポーツ領域から評価され、とてもうれしい。

この助成によって解析できる項目が増え、研究成果のインパクトもグッと
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競技水準向上に貢献していきたい。」とコメントしています。

健康科学研究科大学院生の清水純也さんが、 
ヤマハ発動機スポーツ振興財団スポーツチャレンジ研究助成に採択

TOPICS

　関甲新学生野球連盟1部春季リーグ戦が終了し、4勝5敗、第6位という結果でした。春季キャンプ
からオープン戦を経て、プロアマトーナメント大会の優勝と、チーム状況や戦力的には自信を持って
臨んだシーズンでしたが、開幕から2連敗と躓き、その後も上手く波に乗り切れないシーズンとなり
ました。これまで課題として取り組んでいた打撃についてはチーム打率（.285）リーグ3位とそれな
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クラブチーム、ママさんバレーボールに至るまで幅広い年齢層に愛されています。バレーボールを通じ
て地域の人々にも勇気と感動を与え、地域の活性化と健康づくりに貢献していきます。
　今後とも温かいご支援・ご声援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
 （女子バレーボール部 部長 中島 節子）

2024年度より強化部として始動！

　今年度より、女子ソフトボール部コーチとしてお世話になります。
　長野県立高校の教員として、ソフトボール部の指導を36年間続けてきまし
たが、早期退職し、今年度から学生のみんなとグランドで汗を流すことになり
ました。ソフトボールは集団スポーツに分類されますが、個人の競技力のレベルアップが不可欠な競
技です。個々を大切にし、ソフトボールの活動を通して、学生諸君が今後につながる財産を一つでも
多く得ることができるよう、一緒に頑張っていこうと思います。よろしくお願いいたします。

ソフトボールの活動を通して
女子ソフトボール部 コーチ  鈴木 秀典

硬式野球部女子バレーボール部

　2022年4月に、戦争や平和について考える
サークルとして立ち上がった「平和創造研究会」
は、これまでに様々なイベントおよび研修に取
り組んできました。2023年7月には、里山再生
に取り組むＮＰＯ法人・いのちと平和の森の方や
松本ユース平和ネッ
トワークの学生たち
とともに松本市島内
山田の森で草刈り
活動をしました。

菅谷前学長が
「松本大学平和創造研究会」のために植樹

第98回北信越学生陸上競技対校選手権
（6月1日・2日／富山県総合運動公園陸上競技場）

平和創造研究会 部長
尻無浜 博幸

女子ソフトボール部に新コーチが就任

■男子100m
 優勝 10秒66 永井  颯太（スポーツ健康学科4年）

■男子走高跳
 優勝 2m02㎝ 中村  伊吹（スポーツ健康学科２年）

■男子十種競技
 優勝 6705点 石坂  巽海（スポーツ研究科１年）

■女子100mH
 優勝 13秒95 柳澤  結月（スポーツ健康学科4年）

■女子走高跳
 優勝 1m59㎝ 太田さくら（スポーツ健康学科２年）
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新潟医療
平成国際
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新潟大学
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野口 京子 監督

4月6日、菅谷前学長が「松
本大学平和創造研究会」の
木として植樹してください
ました。今後、「生証樹託」
運動に取り組むとともに、こ
の「いのちと平和の森」の
管理を学生としていきます。

■ 松本大学　1年次入学生
学　部 学科 入学定員

Ａ
志願者
数

受験者数
Ｂ

合格者数
Ｃ

競争率
Ｂ／Ｃ 手続者数 入学者数

Ｄ
充足率
Ｄ／Ａ

総合経営 総合経営 90 336 333 149 223.5% 118 112 124.4%

観光ホスピタリティ 80 286 282 120 235.0% 104 102 127.5%

小　計 170 622 615 269 228.6% 222 214 125.9%

人間健康 健康栄養 70 109 105 89 118.0% 61 59 84.3%

スポーツ健康 100 163 160 130 123.1% 114 112 112.0%

小　計 170 272 265 219 121.0% 175 171 100.6%

教育学部 学校教育学科 80 211 205 161 127.3% 64 53 66.3%

小　計 80 211 205 161 127.3% 64 53 66.3%

合　計 420 1,105 1,085 649 167.2% 461 438 104.3%
※留学生を除く

■ 松本大学　編入・転入学生
学　部 学科 入学定員

Ａ
志願者
数

受験者数
Ｂ

合格者数
Ｃ

競争率
Ｂ／Ｃ 手続者数 入学者数

Ｄ
充足率
Ｄ／Ａ

総合経営 総合経営 5 9 9 5 180.0% 5 5 100.0%

観光ホスピタリティ 5 4 4 4 100.0% 4 4 80.0%

小　計 10 13 13 9 144.4% 9 9 90.0%

人間健康 健康栄養 5 4 4 3 133.3% 3 3 60.0%

スポーツ健康 5 1 1 1 100.0% 1 1 20.0%

小　計 10 5 5 4 125.0% 4 4 40.0%

合　計 20 18 18 13 138.5% 13 13 65.0%
※留学生を除く

■ 松本大学松商短期大学部
学　部 学科 入学定員

Ａ
志願者
数

受験者数
Ｂ

合格者数
Ｃ

競争率
Ｂ／Ｃ 手続者数 入学者数

Ｄ
充足率
Ｄ／Ａ

短期大学部 商 100 122 122 91 134.1% 90 90 90.0%

経営情報 100 114 113 97 116.5% 90 90 90.0%

合　計 200 236 235 188 125.0% 180 180 90.0%
※留学生を除く

■ 松本大学大学院　健康科学研究科
課　程 専攻 入学定員

Ａ
志願者
数

受験者数
Ｂ

合格者数
Ｃ

競争率
Ｂ／Ｃ 手続者数 入学者数

Ｄ
充足率
Ｄ／Ａ

博士前期 健康科学 6 7 7 7 100.0% 7 7 116.7%

合　計 6 7 7 7 100.0% 7 7 116.7%

博士後期 健康科学 2 2 2 2 100.0% 2 2 100.0%

合　計 2 2 2 2 100.0% 2 2 100.0%
※留学生を除く

■ 松本大学大学院　総合経営研究科
課　程 専攻 入学定員

Ａ
志願者
数

受験者数
Ｂ

合格者数
Ｃ

競争率
Ｂ／Ｃ 手続者数 入学者数

Ｄ
充足率
Ｄ／Ａ

修士 総合経営 5 2 2 2 100.0% 2 2 40.0%

合　計 5 2 2 2 100.0% 2 2 40.0%
※留学生を除く

　昨年度の入学者選抜については、前年度からさらに状況が悪化し、厳しい
結果となりました。本学だけではなく、全国の私立大学の５割、短期大学では
９割が定員割れとなっていることは周知の事実です。受験生の都会志向が影
響し、とりわけ地方の大学、短大は困難を極めていることも指摘されていま
す。本学では、コロナ前と同様に、あるいはそれ以上に学生募集活動を活発

化させるとともに、選抜方法の見直しを行うなど、積極的な取組を続けてき
たものの、定員を確保できたのは総合経営学部と人間健康学部スポーツ健
康学科のみでした。今年度も受験生の安全志向を見据え、年内入試（総合型・
学校推薦型選抜）での一定数確保を目指すとともに、多角的かつ細部にも目
を向けた募集活動を行います。 （2023年度 入試・広報委員長 金子 能呼）

2024年度 入試を振り返って



開催時間

〒390-1295 長野県松本市新村2095-1
TEL 0263-48-7200　FAX 0263-48-7290
www.matsumoto-u.ac.jp

　2024年の夏は、ラニーニャ現象による猛暑が予想されています。観測史

上1位の暑さになるかもとの指摘もあり、夏を迎える覚悟が必要そうです。そ

んな夏には、パリでオリンピックが開催されます。出場が決まった選手が発表

されるたびに、活躍を祈らずにはいられません。新競技のダンススポーツ「ブ

レイキン」にも注目したいところ。テレビ放送に釘付けになり、競技によっては

寝不足になるかもしれません。2024年は、暑くて熱い夏になりそうです。夏

に向けて本学のオープンキャンパスもヒートアップします。たくさんのご参加

を心待ちにしています。 （記・全学入試広報委員長　金子 能呼）

松本大学ではホームページのほか、Instagram、X（旧：Twitter）からも
さまざまな情報を発信しています。ぜひお気軽にフォローしてください

松本大学の『今』を知るなら、公式SNSへ！

Instagram X（旧Twitter）

INFORMATION

Editor's note

OPEN CAMPUS MATSUMOTO UNIVERSITY &
MATSUSHO JUNIOR COLLEGE

2024

日7.28
午前・午後

土9.7
午前のみ

特別企画

木8.8
午前・午後

土9.21
午前のみ

土8.24
午前・午後

未来の自分を探しに行こう。

松本大学・松商短大

『第58回 梓乃森祭』
健康栄養学科・教育学部

Instagram開設!

オープンキャンパス全日程

各日入退場自由！

当日の詳細は
webで確認！！

高校生のための授業公開日
実際の授業を見学いただき、学びの内容や大学の授業の雰囲気を体験して
いただけるように企画しました。
興味がある授業を見学して、進路選択の参考にしてください。

月・祝 月・祝7.15 10.14

フォロー
お待ちしてます

事前申込制
参加申込み詳細は
下記webから！

午前 10：00～13：00（受付9：30から）

お車でお越しの方は

午後 13：00～15：30（受付12：30から）

学生駐車場をご利用下さい

アクセス

松本駅（アルプス口） 上田駅（温泉口） 長野駅（東口）
飯田駅 伊那（上伊那農業高校前）

無料往復シャトルバスを運行

7月28日・8月8日・8月24日は、上越・甲府からも運行予定。
時刻表など詳細はホームページをご確認ください。

何でもお気軽にご相談ください。みなさんのご参加お待ちしております。

金10.18
学内関係者のみ 一般公開

土10.19 日20
詳細は決まり次第「梓乃森祭特設
ホームページ」にてご案内いたし
ます。どうぞお楽しみに！

健康栄養学科・教育学部の活動や魅
力を発信していくため、Instagram
を開設いたしました。

1年間のキャンパスライフの中でも大きなイベントで
ある大学祭を今年も開催いたします。今年のテーマは
「INFINITY.」です。皆様の来場をお待ちしております。

編集後記

健康栄養学科 教育学部

01
CHECK

02
CHECK

03
CHECK

・


